
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　深しん夜やの中ちゅう学がっ校こう。

　フシギとジミーは学がっ校こうのトイレにいた。

　フシギは、真まっ赤かな手て帳ちょうを開ひらき、個こ室しつの中なかを見みながら呪じゅ文もんを唱となえる。
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　個こ室しつの中なかから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　２人ふたりは都と市し伝でん説せつの呪のろいを回かい収しゅうしていたのだ。

「やったな、フシギ！」

　ジミーが笑え顔がおで声こえをかける。

　だが、フシギは手て帳ちょうを見みながら険けわしい表ひょう情じょうを浮うかべた。

「まただ……」

　その言こと葉ばに、ジミーはハッとなった。

　手て帳ちょうを見みると、写うつし取とられたマークがゆっくりと消きえていった。

「また今こん回かいも、呪のろいのマークが回かい収しゅうできへんかったんか？」

　ジミーの言こと葉ばに、フシギは小ちいさくうなずいた。

　なぜか、呪のろいのマークが回かい収しゅうできなくなってしまったのだ。
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「ヒミツ……」

　ヒミツが青あおい傘かさとともに消きえて、半はん月つきが過すぎていた。

　呪のろいのマークが回かい収しゅうできなければ、ヒミツを救すくうことができない。

　フシギは真まっ白しろになったページを、ただじっと見みつめた。
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「何なにかおもしろいことないかな」

　昼ひる休やすみ。

　小しょう学がく５年ねん生せいの坂さか田た凛りん香かは、教きょう室しつの窓まど辺べの席せきに座すわり、親しん友ゆうの加か藤とう響ひびきと岸きし川かわゆいと話はなしをしていた。

　凛りん香かは休やすみ時じ間かんになるたびに響ひびきたちと一いっ緒しょにいた。

　昨日きのう見みた動どう画がの話はなしをしたり親おやや兄弟きょうだいの愚ぐ痴ちを言いうだけで、楽たのしく時じ間かんが過すぎていく。

　しかし、今日きょうはあまり話わ題だいがなく退たい屈くつしていた。

「さくらちゃんたちのバレーボールに入いれてもらう？」

　響ひびきがそう言いうと、凛りん香かは首くびを横よこに振ふった。

「私わたし、ボール遊あそびは得とく意いじゃないからなあ」

「じゃあ、図と書しょ室しつで本ほんを読よむ？」

「今いまからだとあんまり読よめないよねえ」

　凛りん香かは、響ひびきのアイデアを次つぎ々つぎと断ことわった。




「だったら、肝きも試だめしなんてどう？」




　ふいに、ゆいが言いった。

「肝きも試だめしって、お墓はかとかに行いくってこと？」

　凛りん香かは学がっ校こうの近ちかくに墓ぼ地ちがあることを思おもい出だした。

　だが、今いまは昼ひる休やすみだ。学がっ校こうの外そとに出でることなどできない。

　すると、ゆいが「違ちがうよ」と答こたえた。




「この学がっ校こうに、女おんなの子この幽ゆう霊れいが出でるんだって」




「幽ゆう霊れい??」

　凛りん香かと響ひびきは目めをパチクリさせた。

「西にし校こう舎しゃの３階がいの女じょ子しトイレに出でるらしいよ」

「そんなの聞きいたことないよ」

「私わたしも聞きいたことなかったけど、同おなじマンションに住すんでる６年ねん生せいのお姉ねえさんが言いってたの」

　凛りん香かたち５年ねん生せいの教きょう室しつは東ひがし校こう舎しゃにあるが、６年ねん生せいの教きょう室しつは西にし校こう舎しゃの３階がいにあった。

　６年ねん生せいの間あいだで、その幽ゆう霊れいの話はなしが噂うわさになっているのだという。

「今いまから行いってみない？」

「今いまから？」

　凛りん香かは、壁かべにかけられた時と計けいをちらりと見みる。

　見みに行いくだけなら時じ間かんはありそうだ。

「幽ゆう霊れいかあ」

　凛りん香かは怪かい談だんや怖こわい都と市し伝でん説せつが苦にが手てだった。

　だが、隣となりにいた響ひびきが満まん面めんの笑えみを浮うかべた。

「私わたし、行いってみたい。楽たのしそうだよね！」

　響ひびきは凛りん香かとは違ちがって、怖こわい話はなしが大だい好すきだった。

「じゃあ行いこう。凛りん香かちゃんはどうする？　教きょう室しつで待まってる？」

「それは……」

（ここで行いかなかったら、ゆいちゃんたちに怖こわがりだって笑わらわれちゃうよね）

　凛りん香かは、怖こわい気き持もちを抑おさえると、イスから立たち上あがった。

「私わたしも行いくよ。ほんとに幽ゆう霊れいがいるかどうか確かく認にんしよ！」




　凛りん香かは、ゆいと響ひびきとともに西にし校こう舎しゃの３階がいにやってきた。

「私わたし、ここにきたの初はじめてかも」

　普ふ段だん、ほかの学がく年ねんの教きょう室しつがある階かいにはほとんど来こない。

「いるのは、６年ねん生せいばかりだねえ」

「当あたり前まえでしょ」

　凛りん香かの言こと葉ばに、響ひびきはクスクスと笑わらった。

「ここだよ」

　ふと、ゆいが女じょ子しトイレの前まえで立たち止どまった。

「入はいってみようよ」

「う、うん……」

　ゆいを先せん頭とうに、凛りん香かたちは中なかに入はいった。

　中なかは、シンとしていた。

　個こ室しつのドアは、誰だれも入はいっていなくても閉しまった状じょう態たいになっている。

　ひとつひとつ個こ室しつを確かく認にんしていくが、どれも鍵かぎが青あおマークになっているので、中なかには誰だれもいないようだ。

「誰だれもいなくてよかった。今いまから儀ぎ式しきをしなくちゃいけないからね」

「何なにそれ？」




「幽ゆう霊れいを呼よび出だすためには、やり方かたがあるらしいの」




　ゆいはそう言いうと、手て前まえの個こ室しつのドアを見みた。

「『Ｈさん、Ｈさん、いらっしゃいますか』って言いいながら、手て前まえの個こ室しつから、ドアを３回かいずつノックしていくの。それを３回かい繰くり返かえすと、いちばん奥おくの個こ室しつの中なかから、『はい』って幽ゆう霊れいの声こえが聞きこえるらしいよ」

「それが儀ぎ式しきってこと……」

　凛りん香かは並ならんでいる３つの個こ室しつをじっと見みつめた。

「さあ、やってみよ！」

　ゆいはゆっくりと手て前まえの個こ室しつのドアに近ちかづいた。

「Ｈさん、Ｈさん、いらっしゃいますか」

　そして、ドアを３回かいノックした。
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「ほらっ、凛りん香かちゃんたちも」

「そ、そうだね……」

　凛りん香かが戸と惑まどっていると、響ひびきが２番ばん目めの個こ室しつの前まえに立たった。

「Ｈさん、Ｈさん、いらっしゃいますか」

　ゆいと同おなじように、ドアを３回かいノックする。

「次つぎは、私わたしだよね……」

　凛りん香かの言こと葉ばに、ゆいと響ひびきはだまってうなずいた。

「じゃあ、やるね……」

　凛りん香かはいちばん奥おくの個こ室しつの前まえに立たつと、ドアを３回かいノックした。

「Ｈさん、Ｈさん、いらっしゃいますか」

　そう言いうと、ゆいのほうを見みた。

「あと２回かいずつやるよ」

「うん……」

　凛りん香かたちは、それぞれ順じゅん番ばんに同おなじ動どう作さを続つづけた。

　そして、３回かい目めのいちばん奥おくの個こ室しつのドアを叩たたくときがきた。

「これをノックしたら、中なかから声こえが聞きこえるんだよね……？」

　凛りん香かはノックするのを躊ちゅう躇ちょする。

　すると、ゆいと響ひびきがそばにやってきた。

「ほらっ、早はやく」

「幽ゆう霊れい出でてくるかな？」

　２人ふたりは、目めを輝かがやかせながら個こ室しつのドアを見みている。

　このまま逃にげるわけにはいかない。

「ああも～、どうなっても知しらないからね！」

　凛りん香かはゆいたちに急せかされるように、ドアをノックして、決きめられた言こと葉ばをしゃべった。

「Ｈさん、Ｈさん、いらっしゃいますか」

　３人にんは、ドアをじっと見みつめる。

　しかし、いつまで経たっても、中なかから返へん事じは聞きこえて来こなかった。




「な～んだ、やっぱりただの噂うわさだったのか～」




　ゆいが笑わらいながら言いった。

「もしかして、ゆいちゃん、信しんじてなかったの？」

「当あたり前まえでしょ。だけど楽たのしかったよね？」

　どうやらゆいは最さい初しょから暇ひまつぶしのつもりだったようだ。

「私わたし、けっこう信しんじてたのに」

　響ひびきが残ざん念ねんそうに言いう。

　凛りん香かはホッとすると、大おおきく息いきを吐はいた。

「まあ、だけどたしかに楽たのしかったかも」

　凛りん香かは自じ分ぶんの心しん臓ぞうがドキドキしていることに気きづいた。

「とりあえず、教きょう室しつに戻もどろ」

　凛りん香かは笑えみを浮うかべてそう言いうと、ゆいたちとともにトイレから出でることにした。

　そのとき──、




　ハァイ




　背はい後ごからかすかに女おんなの子この声こえがした。

「えっ？」

　凛りん香かは個こ室しつ内ないを見みるが、誰だれもいない。

「凛りん香かちゃん、どうしたの？」

「今いま、『はい』って声こえが聞きこえたんだけど……」

「えええ？」

　ゆいと響ひびきは顔かおを見み合あわせて首くびをかしげると、次つぎの瞬しゅん間かん笑わらった。

「なあに、私わたしたちを怖こわがらせようと思おもってるの？」

「私わたし、そんな声こえ聞きこえなかったよ」

「えっ、そうなの……？」

　怖こわがっていたので、声こえが聞きこえたような気きがしただけだったのだろうか？

「いいから、帰かえろう。昼ひる休やすみ終おわっちゃうよ」

「そうそう、肝きも試だめしはもう終しゅう了りょうしよ」

「そ、そうだね……」

　凛りん香かは少すこしおびえながらも、気きにするのをやめて、教きょう室しつに戻もどることにした。




　　　　[image: ]




「おはよ～」

　翌よく日じつ。

　凛りん香かはいつもと同おなじ時じ間かんに教きょう室しつにやってきた。

　しかし、教きょう室しつに入はいるなり、首くびをかしげる。

　みんなが一か所しょに集あつまり、真しん剣けんな表ひょう情じょうで何なにかを話はなしていたのだ。

「みんな、どうしたの？」

「凛りん香かちゃん、大たい変へんなの！」

　輪わの中なかにいたゆいは叫さけぶように言いうと、凛りん香かのもとへ駆かけ寄よってきた。




「響ひびきちゃんが、行方ゆくえ不ふ明めいになったの！」




「どういうこと??」

「私わたしの家いえ、響ひびきちゃんの家いえの近きん所じょでしょ。それで朝あさおばさんが訪たずねてきたの。響ひびきちゃんがいつまで経たっても起おきて来こないから、おばさん、部へ屋やに起おこしに行いったんだって。そうしたらいなくなってたみたいで」

　響ひびきの母はは親おやは家いえ中じゅうを捜さがしたが、どこにもいなかったらしい。

　そのため、近きん所じょの同どう級きゅう生せいの家いえを訪たずねて、響ひびきが来きていないか聞きいて回まわったというのだ。

「まさか、響ひびきちゃん家いえ出でしたの？」

　凛りん香かはそう言いいながら、すぐにそんなことはありえないと思おもった。

　響ひびきは、親おやとも仲なかがよく、学がっ校こうでも友とも達だちがたくさんいた。

　悩なやみ事ごともないはずで、そもそも家いえ出でなどするタイプではなかった。

　すると、ゆいは険けわしい表ひょう情じょうで凛りん香かを見みつめた。

「響ひびきちゃん、夜よ中なかに変へんなことを言いってたらしいの」

「変へんなこと？」




「急きゅうに親おやの寝しん室しつに来きて、泣なきながら『Ｈさんがきた』って言いってたっていうの──」




「それって……」

　昨日きのう、女じょ子しトイレで儀ぎ式しきをして呼よび出だそうとした幽ゆう霊れいの名な前まえだ。

「おばさんは、響ひびきちゃんが怖こわい夢ゆめでも見みたんだと思おもって、大だい丈じょう夫ぶだから寝ねなさいって言いって、部へ屋やに帰かえしたらしいんだけど……」

　響ひびきは朝あさ、いなくなってしまったらしい。

「そんな。それってどういうことなの??」

　凛りん香かはたずねるが、ゆいに分わかるはずもなく、首くびを横よこに振ふるだけだった。




　放ほう課か後ご。

　家いえに帰かえってきた凛りん香かは、リビングのソファーに座すわり、ずっと響ひびきのことを考かんがえていた。

　あの後あと、担たん任にんの大おお貫ぬき先せん生せいがやってきて、みんなに響ひびきのことを話はなした。

　どうやら、響ひびきの母はは親おやは学がっ校こうにも連れん絡らくを入いれたらしい。

「今いま、学がっ校こうと警けい察さつで加か藤とうさんの行方ゆくえを捜さがしています。だから、このことはあまり他ほかの人ひとには話はなしをしないように」

　大おお貫ぬき先せん生せいはみんなに注ちゅう意いをした。

　先せん生せいは響ひびきが家いえ出でをしたのだと思おもっているようだ。

（だけど、家いえ出でなんかじゃないよね……）

　響ひびきは、「Ｈさんがきた」と言いっていたのだ。

　凛りん香かはそのことを大おお貫ぬき先せん生せいに話はなそうと思おもったが、ゆいがそれを止とめた。

「響ひびきちゃんは、肝きも試だめしをしたせいでいなくなったわけじゃないでしょ」

　どうやらゆいは、響ひびきがＨさんという幽ゆう霊れいを怖こわがっていたことが分わかると、肝きも試だめしをしようと言いった自じ分ぶんが怒おこられると思おもったようだ。

　結けっ局きょく、凛りん香かはそんなゆいに説せっ得とくされて、肝きも試だめしのことを先せん生せいに話はなすのをやめた。

（だけど、ほんとに言いわなくてよかったのかな……）

　不ふ安あんでたまらない。

　もし、響ひびきが今日きょう見みつからなかったら、明日あしたちゃんと大おお貫ぬき先せん生せいに肝きも試だめしのことを話はなそうと凛りん香かは思おもった。




　ピンポーン




　インターフォンが鳴なった。

　台だい所どころで夕ゆう食しょくを作つくっていた母はは親おやが、顔かおだけをリビングのほうにむけた。

「凛りん香か、出でてくれる？」

「う、うん」

　凛りん香かはソファーから立たち上あがると、玄げん関かんへむかい、ドアを開あけた。

　すると、ゆいの母はは親おやが立たっていた。

「おばさん、どうしたの？」

　ゆいの母はは親おやは身みを乗のり出だすように凛りん香かに近ちかづいてきた。




「ねえ、ウチのゆいが遊あそびに来きてるでしょ!?」




　ゆいの母はは親おやは険けわしい表ひょう情じょうで凛りん香かの肩かたを掴つかむ。

「おばさん、痛いたい」

「ご、ごめんなさい」

　ゆいの母はは親おやはあわてて手てを離はなした。

「それで、ゆいはいるの？」

「ゆいちゃん？　ウチには来きてないよ」

「そんな……」

　ゆいの母はは親おやは大おおきくよろける。

「岸きし川かわさん、どうなされたんですか？」

　大おおきな声こえが聞きこえたのか、凛りん香かの母はは親おやが玄げん関かんにやってきた。

　ゆいの母はは親おやは凛りん香かたちを見みながら、目めに涙なみだを浮うかべた。




「ゆいがいなくなったの──」




「えええ？」

　ゆいの母はは親おやの話はなしによると、先さきほど急きゅうに家いえからいなくなったのだという。

「夕ゆう食しょくの用よう意いができたから、部へ屋やにいたあの子こを呼よんだら、普ふ通つうに部へ屋やから出でてきたの。トイレに入はいるところまでは見みてたんだけど、あの子こ、いつまで経たっても出でてこなくて。それでトイレの中なかを見みてみたら、いなくなってて」

「そんな……」

「ゆいちゃん、知しらない間あいだにどこかに出でかけたってことですか？」

　凛りん香かの母はは親おやが心しん配ぱいそうにゆいの母はは親おやにたずねる。

　だが、ゆいの母はは親おやは首くびを大おおきく横よこに振ふった。

「よく分わからないの。靴くつはそのまま玄げん関かんにあって。だけど、出でかけたとしか考かんがえられなくて」

　母はは親おやは近きん所じょを捜さがしたのだという。

　しかし、どこにもおらず、そのためゆいの友とも達だちの家いえを回まわっているらしい。

「ゆいがきたらすぐに連れん絡らくして！」

　ゆいの母はは親おやはスマホの番ばん号ごうを伝つたえると、あわてて去さって行いった。

「凛りん香か、どうなってるの？　響ひびきちゃんもいなくなったのよね？」

「うん……」

「あなた、何なにか知しらないの？　２人ふたりと仲なかよかったでしょ」

「私わたしは何なにも」

　凛りん香かはそこまで言いったとき、ハッとした。

（おばさん、ゆいちゃんがトイレに入はいったって言いってたよね……？）

　トイレというのは、昨日きのう肝きも試だめしを行おこなった場ば所しょだ。

　そして、響ひびきは「Ｈさんがきた」と言いっていた。

（もしかしてそれって……）

「嫌いやっ」

　凛りん香かは怯おびえると、その場ばにうずくまってしまった。
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「凛りん香か、今日きょうはちゃんと寝ねてるのよ」

　翌よく日じつ。

　凛りん香かは体たい調ちょうを崩くずし、学がっ校こうを休やすむことにした。

　凛りん香かの両りょう親しんは、友とも達だちが２人ふたりも行方ゆくえ不ふ明めいになったせいで、凛りん香かが動どう揺ようしていると思おもっていた。

「何なにかあったらすぐにお母かあさんに言いってね」

「うん……」

　母はは親おやは、心しん配ぱいしながらも凛りん香かの部へ屋やから出でて行いった。

　だが、凛りん香かはひとりベッドの中なかで震ふるえていた。

　響ひびきとゆいがいなくなったのは、肝きも試だめしをしたせいだと思おもっていたのだ。




（もしかしたら、響ひびきちゃんとゆいちゃん、Ｈさんに連つれて行いかれたのかも……）




　女じょ子しトイレで儀ぎ式しきを行おこない、Ｈさんを呼よんだとき、凛りん香かは誰だれもいない個こ室しつの中なかから「はい」という声こえがするのを聞きいた。

　あれは、気きのせいではなかったのかもしれない。

　Ｈさんが現あらわれ、付ついて来きてしまったのだ。

（響ひびきちゃん、ゆいちゃん……）

　凛りん香かは布ふ団とんにくるまると、ブルブルと震ふるえた。




　しばらく時じ間かんが経たった。

　凛りん香かは目めを覚さました。

　どうやら、いつの間まにか眠ねむってしまったらしい。

　凛りん香かはトイレに行いきたくなり、ベッドから起おき上あがった。

　時じ刻こくは11時じすぎのお昼ひる前まえ。

　家いえの中なかは静しずまり返かえっていた。

　父ちち親おやは仕し事ごとに出でかけている。

　母はは親おやは、今日きょうは凛りん香かのために仕し事ごとを休やすんでくれたので、リビングにいるはずだ。

（お母かあさんがいてくれてよかった……）

　凛りん香かはホッとしながら、玄げん関かんの横よこにあるトイレまでやって来くると、ドアを開あけようとした。




　ガチャガチャ




　トイレは鍵かぎがかかっていた。

「お母かあさん、入はいってるの？」

　凛りん香かはドアごしにたずねる。

　だが、返へん事じはない。

「お母かあさん？」

　凛りん香かはドアをトントンとノックしてみた。

　すると、中なかから同おなじように音おとがした。




　トントン




「お母かあさん、入はいってるの？」




　トントン




　また、中なかからノックの音おとがする。




「お母かあさん？」

　しかし、返へん事じがない。

　凛りん香かは戸と惑まどいながらも、ドアをもう１度どノックしようとした。

　その瞬しゅん間かん──、




　ドンドンドンドンッ




　トイレの中なかからドアを激はげしく叩たたく音おとが響ひびいた。

「きゃ！」

　凛りん香かはその音おとに驚おどろいてのけぞる。

　そのとき、玄げん関かんの棚たなの上うえに置おかれた家か族ぞくの連れん絡らく用ようのボードに目めが留とまった。




　スーパーに買かい物ものに行いってきます。　母はは




　ボードにはそう書かかれていた。

「どういうこと？　お母かあさん？　お母かあさん??」

　凛りん香かは大おおきな声こえで呼よぶが、返へん事じはない。

　母はは親おやはボードに書かかれているとおり、買かい物ものに出でかけているようだ。

「それじゃあ中なかに誰だれが？」

　凛りん香かはトイレのドアを見みる。

「お父とうさんなの……??」

　仕し事ごとに出でかけたはずだが、もしかしたら今日きょうは休やすんだのかもしれない。

　だが、返へん事じはない。

「ねえ、誰だれなの……？」

　凛りん香かは怯おびえながらトイレから離はなれる。




　瞬しゅん間かん、トイレのドアが、ゆっくりと開ひらき始はじめた。




「えっ」

　少すこしずつ、中なかが見みえてくる。

「あ、ああ……」

　凛りん香かは恐きょう怖ふで動うごくことができず、その様よう子すをただ見みていた。

　やがて、ドアが完かん全ぜんに開ひらいた。

「嫌いやっ！」

　凛りん香かは思おもわず目めをつぶった。

　しかし、何なにも起おこらない。

　シンと静しずまり返かえったままだ。

「なん、なの……」

　凛りん香かはおそるおそる目めを開あけると、トイレを見みつめた。




　トイレの中なかには、誰だれもいなかった。




　換かん気き用ようの小こ窓まどが開あいている。

　風かぜが吹ふき抜ぬけ、凛りん香かの顔かおに当あたった。

「もしかして、風かぜだったの……？」

　窓まどから風かぜが入はいったせいで、誰だれかがノックしたような音おとが聞きこえたのだろう。

　鍵かぎも最さい初しょから開あいていて、風かぜが吹ふいたせいでドアが開ひらいてしまったのだ。

「なんだ、びっくりさせないでよ……」

　凛りん香かはホッとすると、トイレに入はいることにした。




　トントン




　突とつ然ぜん、玄げん関かんのドアがノックされた。




　トントン　トントン　トントン




　ノックの音おとはどんどん強つよくなっていく。

「誰だれですか……？」

　凛りん香かは戸と惑まどいながら、ドアごしにたずねる。

　母はは親おやなら、自じ分ぶんで鍵かぎを開あけて入はいって来くるはずだ。

　配はい達たつの人ひとなら、何なん度どもノックをしたりしない。

　しかし、外そとにいる人ひとは何なにも答こたえない。

　凛りん香かはドアの前まえで怯おびえる。

　誰だれかがイタズラでもしているのだろうか？

「やめて！」

　凛りん香かはドアごしに怒ど鳴なった。

　すると、ノックの音おとがピタリと止とまった。

　やはり、誰だれかがイタズラをしていたようだ。

　凛りん香かは怖こわく感かんじ、チェーンをかけようとドアに近ちかづいた。




　リンカ……、チャン

　ネエ……、アケテ




　ドアのむこうから、かすかに声こえがした。

　それは、響ひびきとゆいの声こえだ。

「響ひびきちゃん？　ゆいちゃん??」

　どうやら２人ふたりは一いっ緒しょにいたようだ。

　凛りん香かは驚おどろきながらも、あわてて鍵かぎを開あけ、ドアを開ひらいた。




　ガシッ




　瞬しゅん間かん、青あお白じろい手てがドアのすき間まから伸のび、凛りん香かの腕うでを掴つかんだ。

「きゃ！」




　アア　アアァァ




　うめき声ごえとともに、ドアのすき間まから、不ぶ気き味みなおかっぱの女おんなの子こが顔かおを覗のぞかせた。




　ネエ　アソボゥウ




　不ぶ気き味みな女おんなの子こは凛りん香かの腕うでを掴つかんだまま、家いえに入はいって来くる。

「やめて！」

　凛りん香かは女おんなの子この手てを離はなそうとするが、まったく離はなれない。

　女おんなの子こは、凛りん香かの腕うでを掴つかんだまま、トイレに入はいる。

　狭せまいトイレの中なかを、女おんなの子こはさらに進すすんで行いく。




　ズウウウゥゥ




　すると、女おんなの子この身体からだが、トイレの壁かべにめり込こむように入はいっていった。

「きゃああ！」

　女おんなの子この身体からだがどんどん壁かべに入はいっていく。

　凛りん香かの掴つかまれた腕うでも、同おなじように壁かべの中なかに消きえていく。

「嫌いや！　助たすけて!!」

　アソボゥウ　アアァァ　アソボゥウ




　凛りん香かは逃にげることもできないまま、身体からだの半はん分ぶんが壁かべにめり込こんでしまった。




「フシギ、早はやく手て帳ちょうを！」




　誰だれかの声こえが響ひびいた。

　トイレの前まえで、ジミーがフシギに声こえをかけていた。

　フシギは手て帳ちょうを出だそうとポケットに手てを入いれたが思おもいとどまった。

「嫌いや！　助たすけてぇぇ！」

　凛りん香かの身体からだが壁かべにどんどんとめり込こんでいく。

「フシギ！　なにしとるねん!?」

　ジミーは焦あせって叫さけんだ。

　すると、フシギはトイレに入はいった。

　そして、壁かべの中なかに消きえそうになっていた凛りん香かに駆かけ寄よった。

　フシギは凛りん香かの腕うでを掴つかんだ。

　凛りん香かもフシギの腕うでを掴つかみ返かえす。

　だが、すでに気きが遠とおくなっている凛りん香かの力ちからは弱よわい。

「た、助たすけて！」

「しっかりしろ！　僕ぼくの腕うでを放はなすな！」

　フシギは凛りん香かをグッと自じ分ぶんの身体からだに引ひき寄よせた。
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　ズズズッ！




　凛りん香かの身体からだが壁かべから出でて来くる。




　ズズズッ！　スポンッ！




　凛りん香かの身体からだが壁かべから出でた！

　そして、凛りん香かを抱かかえたフシギが後あとずさる。




　ドサッ！




　勢いきおいあまってフシギと凛りん香かがトイレの前まえの床ゆかに倒たおれこんだ。

「もう大だい丈じょう夫ぶだ」

「あ、あの……」

　フシギに抱かかえられて床ゆかに寝ね転ころがる凛りん香かがもうろうとしながら言いう。

　ジミーが２人ふたりのそばに駆かけ寄よった。

「フシギ、なんで、手て帳ちょうを使つかわんかったんや？」

「無む駄だだからだ」

　その言こと葉ばにジミーは一いっ瞬しゅんうろたえた。

　そんなフシギとジミーのやり取とりを見みていた凛りん香かがつぶやく。

「犬いぬ……??」

「それ以い上じょうは言いわんでええ」

　今いままでのショックの混こん乱らんから立たち直なおっていない凛りん香かだが、この少しょう年ねんと犬いぬが命いのちの恩おん人じんなのは間ま違ちがいなかった。

　凛りん香かがそう思おもって１人ひとりと１匹ぴきを見みつめると、犬いぬがほほ笑えんだ。

「とにかく、何なんとか助たすかってよかったな！」

　すると、フシギは立たち上あがり、トイレの壁かべを見みた。

　何なに事ごとも無なかったように壁かべは元もとに戻もどっている。




「キミは、『トイレの花はな子こさん』を呼よび出だしてしまったんだ。でも、キミを連つれて行いくことは諦あきらめたはずだ」




「トイレの花はな子こさん……。花はな子こ……」

　凛りん香かは、儀ぎ式しきのときに言いった『Ｈさん』の『Ｈ』が、花はな子こさんのイニシャルだと気きづいた。

「響ひびきちゃんとゆいちゃんは??」

　凛りん香かは、２人ふたりがいなくなったことを話はなした。

「フシギ、助たすけられへんのか？」

　ジミーはフシギのほうを見みる。

　フシギはわずかに苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべると、ゆっくりと口くちを開ひらいた。




「花はな子こさんに連つれられ、壁かべの中なかに入はいり込こんでしまったら、もう二に度どと戻もどって来くることはできない」




「だけど、さっきドアの外そとで声こえがしたのよ！」

「それは花はな子こさんがキミを騙だまそうとしただけだ」

「そんな……。そんなの嫌いやだよ！　響ひびきちゃん!!　ゆいちゃん!!」

　凛りん香かはあまりのショックで泣なき出だしてしまった。

「くそっ……」

　ジミーはつぶやく。




「だから、都と市し伝でん説せつの噂うわさ話ばなしをしてはいけないんだ。絶ぜっ対たいに……」




　フシギは眉み間けんに皺しわを寄よせると、泣なきじゃくる凛りん香かをじっと見みつめた。

　そしてフシギはポケットから赤あかい手て帳ちょうを出だして開ひらいた。

　手て帳ちょうのページは真まっ白しろだ。

　フシギは苦にがい表ひょう情じょうで手て帳ちょうをにらんだ。

　それを見みたジミーも悔くやしい気き持もちになった。

























「ほら、もう着つくぞ！」

「思おもったほど混こんでなくて良よかったわね」

　運うん転てんをする父ちち親おやと、助じょ手しゅ席せきに座すわる母はは親おやの声こえが聞きこえて、小しょう学がく５年ねん生せいの島しま津づ美み桜おは目めが覚さめた。

　後こう部ぶ座ざ席せきで小しょう学がく１年ねん生せいの弟おとうと、陸りく斗ととふざけ合あっていたのだが、いつの間まにか寝ねてしまったようだ。

　眠ねむい目めをこすって両りょう親しんの肩かた越ごしに前まえを見みる美み桜お。

　木きで作つくられたキャンプ場じょうの看かん板ばんが目めの前まえに迫せまってきた。

「わぁあ！　着ついたんだね！　ねぇ、リク！　リク！　起おきなよ」

　家か族ぞくにはリクと呼よばれている陸りく斗とも目めを覚さました。

「え？　わぁ、ほんとだ！　お姉ねえちゃん、着ついたよ！」

　２人ふたりはお互たがいの手てのひらをパチンと合あわせる。

　そんな子こ供どもたちの様よう子すに両りょう親しんは笑わらい合あった。




　車くるまから降おりた美み桜おは周しゅう囲いを見み回まわす。

「気き持もちいい！」

　緑みどりの山やま々やまに囲かこまれた世せ界かいはさわやかだ。

　美み桜おと陸りく斗とは思おもいっきり深しん呼こ吸きゅうをした。

　しばらくすると、受うけ付つけを済すませた父ちち親おやが戻もどってきた。

「よし、今日きょう泊とまるテントに行いくぞ」

　車くるまに積つんであった荷に物もつをかついで、家か族ぞく４人にんで歩あるき出だす。

　ここは山やまの中ちゅう腹ふくを切きり開ひらいて作つくられたキャンプ場じょうだ。

　キャンプ道どう具ぐを持もっていなくても、テントに寝ね泊とまりができる施し設せつだった。

　山やまの斜しゃ面めんを利り用ようしたアスレチック遊ゆう具ぐがあり、池いけでは釣つりを楽たのしめる。

　夜よるはバーベキューができて、大だい浴よく場じょうもあった。

　美み桜おと陸りく斗ともキャンプなんて初はじめてで、本ほん当とうに心こころが弾はずんだ。

　やがて、テントに到とう着ちゃくした。

　なんと、２つ予よ約やくしてあった。

「お父とうさんとお母かあさんで１つ、お前まえたちで１つ使つかえよ」

「わぁ！　やった！」

　美み桜おと陸りく斗とがテントに飛とび込こむと、寝ね袋ぶくろが２つ置おかれていた。

「リク、今こん夜やはここで寝ねるんだよ。ヤバいね！」

「うん、ヤバい！」




　美み桜おと陸りく斗とはテントに荷に物もつを置おくと、早さっ速そく、アスレチック場じょうに走はしった。

　すべり台だいを滑すべり、壁かべを登のぼり、木もく製せいのジャングルジムをくぐった。

　２人ふたりは汗あせだくになって遊あそぶ。

「お姉ねえちゃん、次つぎ、あれ乗のりたい！」

　太ふとい木きに吊つるされた長ながいロープの木もく製せいブランコが森もりの中なかで揺ゆれていた。

　誰だれも乗のっていないのに揺ゆれているのは風かぜのせいだろう。

「うん、乗のろう！」

　２人ふたりは走はしってブランコに向むかった。

　しかし、ブランコに着ついてみると、先せん客きゃくが遊あそんでいた。

「え？」

　陸りく斗とと同おない年どしくらいの少しょう女じょがブランコに乗のり、美み桜おより少すこし年とし上うえくらいの少しょう年ねんがその背せ中なかを押おしている。

　遠とお目めに見みたときは誰だれも乗のっていなかったはずだ。

　美み桜おと陸りく斗とは不ふ思し議ぎに思おもった。

　でも、この森もりの中なかは木きの根ねが地じ面めんに飛とび出だしているところがあるので、それを避さけるために足あし下もとを見みないわけにいかない。

（きっと、その間あいだに、この子こたちが乗のったんだよね）

　美み桜おはそう思おもって納なっ得とくした。

　しかし陸りく斗とはまったく納なっ得とくしない。

「なんでだよ。誰だれも乗のってないと思おもったのに……」

　陸りく斗とは不ふ満まんを口くちにすると美み桜おの腕うでを掴つかむ。

「リク、止やめなさい。しばらく待まちましょ」

　美み桜おは小こ声ごえで弟おとうとをたしなめた。

　そのやり取とりが先さきにブランコで遊あそんでいた２人ふたりに聞きこえたようだ。

「遊あそびたいの？　いいよ」

　少しょう女じょの背せ中なかを押おしていた少しょう年ねんがそう言いって、２人ふたりはさっとブランコから離はなれた。

「え？　でも……」

　美み桜おが戸と惑まどっているあいだに、「わーい」と陸りく斗とがブランコに乗のってしまった。

「お姉ねえちゃん、背せ中なかを押おして！」

　今いままでブランコで遊あそんでいた２人ふたりがニコニコと美み桜おと陸りく斗とを見みつめている。

　その視し線せんが気きになったが、美み桜おは弟おとうとの背せ中なかを押おし始はじめた。

「えい！」

　ザァー、ザァー、ザァー。

　前ぜん後ごに大おおきく揺ゆれるブランコ。

　陸りく斗とがいつも乗のっている公こう園えんのそれと違ちがって、吊つり下さげるロープが長ながいので揺ゆれの幅はばも大おおきい。

　ところが──、

「お姉ねえちゃん、まっすぐ押おしてよ」

　美み桜おはまっすぐ押おしているはずなのに、ブランコは左ひだりに弧こを描えがくように動うごいてしまうのだ。

「まっすぐ押おしてるよ」

　と言いったものの左ひだりに曲まがっているのは明あきらかだった。

（リクの乗のり方かたが悪わるいんでしょ！）

　そう言いいたくなった美み桜おだが、喧けん嘩かになると思おもって口くちをつぐんだ。

　すると──、

「それ、コツがあるんだよ。右みぎの手ては背せ中なかじゃなくて、台だいを押おしてあげるとまっすぐになるよ」

　ニコニコと見みていた少しょう年ねんが声こえをかけてきた。
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　そこで、美み桜おは言いわれたとおりに陸りく斗とを押おす右みぎ手ての位い置ちを変かえてみた。

　陸りく斗とを乗のせたブランコはまっすぐに揺ゆれ出だした。

「わーい、お姉ねえちゃん、楽たのしいよ！」

　陸りく斗とが笑わらい、美み桜おも楽たのしくなってきた。

「あ、お姉ねえちゃん、もう止とめて。あっちに行いきたい」

　大おおきく揺ゆれていた陸りく斗との目めに、また面おも白しろそうな物ものが見みえたようだ。

　ブランコを止とめて美み桜おと陸りく斗とは別べつの場ば所しょに走はしる。




　それは荒あら縄なわで作つくられた子こ供ども専せん用ようの橋はしだった。

　橋はしと言いってもトンネル状じょうになっているので落おちる心しん配ぱいはない。

　でも、目めの粗あらいネットのような作つくりなので、足あしを滑すべらすと片かた足あしがすっぽりはまってしまう。

　それに全ぜん部ぶが縄なわでできているので歩あるくとユラユラと揺ゆれる。

　大人おとなが余よ裕ゆうで下したをくぐれる高たかさに張はられているので、歩あるくとやはり身みがすくんだ。

「お姉ねえちゃん、怖こわいよ」

　学がっ校こうの教きょう室しつの前まえから後うしろくらいまでの距きょ離りを渡わたりきらないとならないのだが、陸りく斗とは半はん分ぶんくらいの地ち点てんで尻しり込ごみしてしまった。

「何なにやってるのよ！　さっさと進すすみなさいよ！」

　陸りく斗との背はい後ごから付ついてきた美み桜おは苛いら立だった。

　なにしろ、自じ分ぶんたちの後うしろで他ほかの子こ供どもたちも渡わたろうとしているのだ。

　これでは渋じゅう滞たいになってしまう。

「ほら、勇ゆう気きを出だして！　一いっ気きに渡わたるんだよ。立たち止どまるとかえって揺ゆれるんだよ」

　突とつ然ぜん、陸りく斗とに向むかって男おとこの子この声こえが響ひびく。

　美み桜おと陸りく斗とが前まえを見みると、橋はしの出で口ぐちのところに、さっきの少しょう年ねんがいつの間まにか立たっていた。

　その脇わきには少しょう女じょもいる。

「ほら、勇ゆう気きを出だして！　一いっ気きに渡わたるんだよ。絶ぜっ対たいに大だい丈じょう夫ぶだから」

　少しょう年ねんは陸りく斗とにニコニコと笑わらいかけ、大おおきな声こえで励はげましてくる。

「うん、分わかった！」

　陸りく斗とは少しょう年ねんに向むかって元げん気きに言いうと、すっと背せ筋すじを伸のばした。

　そして、今いままでのへっぴり腰ごしが噓うそのような歩あるき方かたで荒あら縄なわの橋はしを渡わたりだした。

「そうだ、そうだ」

　少しょう年ねんが陸りく斗とをさらに励はげます。

　あっという間まに陸りく斗とは橋はしを渡わたりきった。

「偉えらいね。頑がん張ばったね」

　褒ほめる少しょう年ねんに陸りく斗とは「うん！」と大おおきくうなずいた。

「弟おとうとのために、ありがとう」

　遅おくれて橋はしの出で口ぐちに着ついた美み桜おは少しょう年ねんに礼れいを言いった。

　少しょう年ねんはニコニコと美み桜おに笑わらいかけ、脇わきに立たつ少しょう女じょもニコニコと笑わらっている。

「お姉ねえちゃん、今こん度どはあっち行いきたい」

　陸りく斗とが別べつの遊ゆう具ぐを指ゆびさしたので、美み桜おはそっちに向むかうことになった。

　その様よう子すを少しょう年ねんと少しょう女じょがニコニコと見みつめている。




　その後あと、様さま々ざまな遊ゆう具ぐで遊あそんだ美み桜おと陸りく斗と。

　いつの間まにか、少しょう年ねんと少しょう女じょも一いっ緒しょに遊あそんでいた。

　少しょう年ねんが遊あそび方かたを必かならず教おしえてくれて、陸りく斗とはすっかり少しょう年ねんに懐なついた。

　少しょう年ねんは陸りく斗とを常つねに褒ほめたり励はげましたりしたので、そうなったようだ。

（私わたしは、いつも怒おこってばかりだから……）

　少しょう年ねんに対たいしての嫉しっ妬とと、自じ分ぶんに対たいしての反はん省せいが、美み桜おの心こころの中なかで複ふく雑ざつに混まざり合あった。




　やがて、日ひが落おち始はじめた。

「お兄にいちゃん、バイバイ！」

　陸りく斗とが少しょう年ねんに別わかれの言こと葉ばを告つげる。

　美み桜おの知しらないうちに陸りく斗とは少しょう年ねんを「お兄にいちゃん」と呼よんでいた。

　親しん切せつな少しょう年ねんを陸りく斗とがそう呼よぶのに違い和わ感かんはない。

　だけど、何なにか嫌いやな感かんじを美み桜おは持もっていた。

　それは少しょう年ねんのかたわらにいる少しょう女じょが常つねにニコニコしているだけだったからだ。




　でも、テントに戻もどった２人ふたりは、その少しょう年ねんと少しょう女じょのことはすっかり忘わすれてキャンプを楽たのしんだ。

　バーベキューで満まん腹ぷくになり、手て元もとで輝かがやく花はな火びを楽たのしみ、大だい浴よく場じょうでゆったりとした。

　やがて星ほし々ぼしが瞬またたく夜よ空ぞらの下した、両りょう親しんと別わかれてそれぞれのテントで寝ねることになった。

「おやすみなさい」

「はい、おやすみなさい。何なにかあったら声こえをかけるのよ。隣となりどうしのテントだからお母かあさんたちは直すぐに行いけるからね」

　母はは親おやのその言こと葉ばに「はい」と美み桜おと陸りく斗とはうなずく。

　テントの中なかの寝ね袋ぶくろに２人ふたりはもぐった。

　やがて心地ここちよい眠ねむりが美み桜おと陸りく斗とをつつんだ。




　　　　[image: ]




「ねえ、ねえ」




　誰だれかの小ちいさな声こえが微かすかに聞きこえた。




「ねえ、ねえ、起おきなよ」




　再ふたたび小こ声ごえが聞きこえる。

　美み桜おがぼんやりと目めを開あけると、テントの側そく面めんに２つの人ひと影かげが映うつっていた。

　外そとに誰だれかが立たっているようだ。

「え？　だれ？」

　美み桜おは不ふ安あんになって尋たずねた。




「僕ぼく達たちだよ」




「僕ぼく達たちって、誰だれ？」

「僕ぼく達たちだよ」

　ますます美み桜おは不ふ安あんになって頭あたまの上うえに置おいてあった目め覚ざまし時ど計けいを見みた。

　夜よ中なかの２時じ半はんだ。

（こんな時じ間かんに誰だれなの？）

　美み桜おはとても気き持もち悪わるく感かんじた。

「僕ぼく達たちだよ。テントから出でてきなよ」

　声こえが語かたりかけてくる。

　その時とき──、




「あ、お兄にいちゃん！」




　脇わきで寝ねていたと思おもった陸りく斗とが、さっと起おきて外そとに出でて行いった。

「リク！」と美み桜おが呼よび止とめる間まもない素す早ばやさだった。

　仕し方かたなく美み桜おもテントの外そとに出でる。

　アスレチック場じょうで一いっ緒しょに遊あそんだ少しょう年ねんと少しょう女じょが立たっていた。

　街がい灯とうを背せにしているので顔かおが暗くらい。

　でも、昼ひる間まと同おなじように２人ふたりともニコニコと笑わらっているのは分わかった。

　美み桜おにはそれがかえって怪あやしく思おもえた。

「あの、こんな時じ間かんになんですか？」

「実じつは、とっておきのスポットを教おしえたいんだ。一いっ緒しょに行いこうよ」

「とっておきのスポット？　今いまからですか？」

「うん、本ほん当とうは誰だれにも知しられたくないんだ。でも、君きみ達たちと遊あそんで楽たのしかったから、君きみ達たちなら特とく別べつに教おしえていいと妹いもうとと相そう談だんして決きめたんだ」

　いつもニコニコと笑わらっているだけで何なにも言いわない少しょう女じょは、やはりこの少しょう年ねんの妹いもうとだったのだ。

　美み桜おは嫌いやな感かんじがしたので、隣となりのテントの両りょう親しんに声こえをかけようと思おもった。

　ところが──、




「お兄にいちゃん。僕ぼく達たちは特とく別べつなんだね？　行いきたい」




　陸りく斗とが誘さそいを受うけてしまい、少しょう年ねんはニコニコと答こたえる。

「うん、よし、行いこう」

「え？　ちょっと、リク……」

　両りょう親しんのテントに声こえをかけようとした美み桜おに少しょう年ねんが言いう。

「君きみ達たち以い外がいに教おしえたら、連つれて行いけなくなるよ」

「え？　でも……」

　美み桜おが戸と惑まどっていると少しょう年ねんがニコニコと顔かおを寄よせてきた。

「４人にんじゃないと意い味みがないんだ」

「４人にんじゃないと……？」

「お姉ねえちゃん、いいから行いこうよ」

　スニーカーを履はき終おえた陸りく斗とは、そう言いいながら少しょう年ねんの手てを握にぎった。

　美み桜おも観かん念ねんした。

　なにしろ陸りく斗とはあの少しょう年ねんといるととても楽たのしそうなのだ。

「あ、でも、パジャマじゃ風邪かぜを引ひいちゃう」と自じ分ぶんと弟おとうとの上うわ着ぎを手てに美み桜おは後あとを追おった。




　テントから10分ぷんは歩あるいただろうか。

　いつしかキャンプ場じょうの街がい灯とうの灯あかりも届とどかない場ば所しょに来きていた。

　森もりの斜しゃ面めんは足あし場ばが悪わるく、暗くらい中なかではいつ転ころんでもおかしくなかった。

　でも、先せん頭とうを行いく少しょう年ねんが、「そこ、気きをつけて」などと指し示じを出だしてくれるので、美み桜おも陸りく斗とも問もん題だいなく歩あるけていた。

　やがて、前ぜん方ぽうに窓まど灯あかりが漏もれる四し角かくい小こ屋やが見みえてきた。

「ここだよ」

　少しょう年ねんと少しょう女じょは足あし早ばやに小こ屋やに向むかっていった。

「え？」

　美み桜おが違い和わ感かんを持もったのは、こんな山やま奥おくにあるにしてはその小こ屋やが綺き麗れいすぎたからだ。

　丸まる太たを積つんで作つくられた壁かべは、まるでさっき完かん成せいしたばかりのように輝かがやいている。

「さあ、どうぞ」

　少しょう年ねんは建たて物ものの裏うら側がわにある扉とびらを開あけると２人ふたりを招まねき入いれた。




　小こ屋やの中なかもとても綺き麗れいだった。

　学がっ校こうの教きょう室しつの半はん分ぶんくらいの大おおきさがあった。

「木きの匂においがするね」

　陸りく斗とは単たんに感かん心しんしているが、美み桜おは違い和わ感かんが拭ぬぐえない。

　部へ屋やの中ちゅう央おうに敷しかれたカーペットも、その上うえに置おかれた木もく製せいの机つくえも、窓まどの形かたちも真ま四し角かくなのだ。

　そして、この部へ屋やそのものが真ま四し角かくだ。
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「『スクエア』ってゲームは知しってるかい？」

　少しょう年ねんが唐とう突とつに尋たずねてきた。

「知しらないです」

　美み桜おも陸りく斗とも首くびを振ふった。

「この中なかで一いち度ど、そのゲームをしてみたかったんだ。じゃあ、これからやり方かたを説せつ明めいするよ」

　少しょう年ねんによると『スクエア』のやり方かたはこうだ。




　まず、部へ屋やを真まっ暗くらにする。

　４人にんが部へ屋やの四よ隅すみに分わかれ、交こう替たいで相あい手ての肩かたを叩たたいていく。

　回まわり方かたは右みぎ回まわり。

　これをやりながら[image: ]まで数かぞえる。

　そうすると、いつの間まにか１人ひとり増ふえて５人にんで回まわるようになる。




「１人ひとり増ふえて、５人にんで回まわるってどういうことですか？」

　ゾッとした美み桜おに、少しょう年ねんはニコニコと語かたりかけてくる。

「確たしかに、ちょっと怖こわいけど、１人ひとり友とも達だちが増ふえるなんて楽たのしいと思おもうんだ。毎まい年とし、ここのキャンプに来くるたびに、どうしてもそれを試ためしてみたかったんだけどね。今いままで君きみ達たちみたいな楽たのしい友とも達だちができなかったから試ためせなかったんだよ。君きみ達たちのおかげで今こ年としようやくチャンスがきたと思おもって、妹いもうとと喜よろこんでるんだ」

　少しょう年ねんが脇わきにいる少しょう女じょを見みると、少しょう女じょは相あい変かわらずニコニコとしていた。

　美み桜おは戸と惑まどった。

　ここから逃にげ出だした方ほうがいいと思おもった。

　しかし──、




「面おも白しろそう。やってみようよ」




　陸りく斗とはそう言いって、さっさと部へ屋やの隅すみに陣じん取どってしまった。

「よし、やろう！」

　少しょう年ねんもそう言いうと別べつの隅すみに向むかい、少しょう女じょも別べつの隅すみに分わかれた。

　美み桜おは気き乗のりがしないままに、残のこされた最さい後ごの隅すみに立たつことになった。




　パチン！




　突とつ然ぜん、灯あかりが消きえた。

　少しょう年ねんも少しょう女じょもスイッチをいじったように見みえなかったが、部へ屋やの中なかは真まっ暗くらになった。




　タッタッタッ、トン




　少しょう年ねんが隣となりの隅すみに向むかう足あし音おとが聞きこえて、妹いもうとの少しょう女じょの肩かたに触ふれた音おとがした。

「１」

　少しょう年ねんの声こえが暗くら闇やみに響ひびく。




　タッタッタッ、トン




　少しょう女じょが隣となりの隅すみに向むかう足あし音おとが聞きこえて、陸りく斗との肩かたに触ふれた音おとがした。

「２」

　少しょう女じょの声こえが暗くら闇やみに響ひびく。




　タッタッタッ




　陸りく斗とが美み桜おに近ちかづいてくる足あし音おとが聞きこえる。




　トンッ！




　陸りく斗とが力ちから任まかせに美み桜おの肩かたを叩たたいた。

「いたい！　リク、なにするの！」

　陸りく斗とは笑わらった。

「ダメだ！　ふざけるなっ！」

　暗くら闇やみを裂さいて厳きびしい言こと葉ばが飛とんできた。

　ずっとニコニコしていた少しょう年ねんの声こえとは思おもえない怒ど声せいだった。

「ひっ！」

　美み桜おも陸りく斗ともビックリして一いっ気きに緊きん張ちょう感かんが全ぜん身しんを走はしった。

（真面目まじめにやらないと大たい変へんなことになる。もし逃にげ出だそうとすればもっと大たい変へんなことに……）

　美み桜おは少しょう年ねんに何なにをされるか分わからないと思おもってゾッとした。

「さあ、早はやくこっちに来くるんだ!!」

　少しょう年ねんの刃やいばのような声こえが再ふたたび暗くら闇やみから飛とんできた。

「はい！」

　美み桜おは素す直なおに返へん事じをするしかないと思おもった。

　そして、隣となりの隅すみに走はしったが、そこには誰だれもいないので通つう過かする。

　やがて少しょう年ねんのいる隅すみにたどり着ついた。




　トンッ




　美み桜おは少しょう年ねんの肩かたを叩たたいた。

「４」

　すかさず少しょう年ねんは隣となりの隅すみに走はしって行いった。

　今いま来きた隅すみにとどまる美み桜おの耳みみに「５」の声こえが聞きこえた。

　そして、それがずっと繰くり返かえされていく。




「６」、「７」、「８」………「97」、「98」




　タッタッタッ




　もう何なん回かいも聞きいた、陸りく斗とが美み桜おに近ちかづいてくる足あし音おとが聞きこえる。




　トンッ




「はあ、はあ、はあ」と陸りく斗との息いきづかいが聞きこえてきた。

　寝ねていないし、かなり疲つかれてきたようだ。

　でも、余よ計けいなことを言いったら少しょう年ねんに怒おこられる。

「99」

　陸りく斗との声こえが聞きこえる。

（え？　ということは、私わたしが[image: ]を言いうことになるの？）

　それに今いま気きづいてゾッとした。

　しかし、急いそいで少しょう年ねんの方ほうに行いかないと怒おこられる。




　タッタッタッ、トンッ！




　美み桜おは少しょう年ねんの肩かたを叩たたいた。

　その途と端たん──、




　パチン！




　部へ屋やの灯あかりが点ついた。

　美み桜おの目めの前まえには少しょう年ねんがいた。

　部へ屋やを見み回まわすと陸りく斗とと少しょう女じょしかいない。

「やっぱり、５人にんになるなんてありえないのかな」

　少しょう年ねんがいつものニコニコした表ひょう情じょうで優やさしく言いう。

　美み桜おはホッとした。

（これで帰かえれる）

　陸りく斗との手てを取とって出でて行いこうとしたが、少しょう年ねんがニコニコと言いう。




「そうだ。今こん度どは左ひだり回まわりしながら[image: ]から逆ぎゃくに数かぞえてみようよ」




「え？」

　美み桜おが立たち止どまると、陸りく斗とがしがみついてきた。

「お姉ねえちゃん、テントに帰かえりたいよ」

　それは美み桜おに対たいしての小こ声ごえだったが、少しょう年ねんにも聞きこえた。

「つべこべ言いわずに、やるんだっ！」

　少しょう年ねんは鬼おにのような形ぎょう相そうになっていた。

　一いっ方ぽう、少しょう女じょはニコニコとしている。

　２人ふたりの表ひょう情じょうがあまりにかけ離はなれているので不ぶ気き味みさを増ましていた。

　美み桜おも陸りく斗とも足あしがすくんでしまった。




　パチン！




　再ふたたび灯あかりが消きえて、４人にんが四よ隅すみに分わかれてゲームが始はじまった。

　少しょう年ねんが美み桜おのもとに走はしってきて、肩かたに触ふれた。

「[image: ]」

　それを聞きいた美み桜おは陸りく斗とのもとに走はしって肩かたに触ふれた。

「99」

　そして、それが繰くり返かえされる。




「98」、「97」、「96」、「95」……




　美み桜おたちは逆ぎゃく回まわりしながら数かずを減へらして数かぞえていく。

　やがて「50」になり、「40」になり、「30」になった。

　美み桜おも陸りく斗とも疲ひ労ろう困こん憊ぱいになってきた。

　しかし、疲ひ労ろうとは反はん対たいになぜか楽たのしくなってきた。

　不ふ思し議ぎなことに顔かおがニコニコとしてしまう。

　部へ屋やの中なかの空くう気きは、よどんで重おもたくなってきている。

　それなのに、ニコニコと笑わらってしまう。

　少しょう年ねんにタッチされると、美み桜おは次つぎの陸りく斗とにタッチした。

「お姉ねえちゃん、楽たのしいね」

　陸りく斗とも疲つかれ切きっているはずなのに、ニコニコとしているのが闇やみの中なかでもわかった。

　そして、「20」を切きった。

　美み桜おはさらにニコニコとした。

　でも、部へ屋やは息いき苦ぐるしい。

（こんなに息いき苦ぐるしくて、重おも苦くるしい部へ屋や。最さい高こうに楽たのしい。ふふふ）

　やがて、「10」を切きった。

　そして、少しょう年ねんが走はしってきて美み桜おの肩かたに触ふれた。




「４」




　そう言いわれた美み桜おはとても嬉うれしくなってしまった。

（あと３で終おわるのよ。ふふふ）

　美み桜おは陸りく斗とに向むかって走はしった。

　弟おとうとの肩かたに触ふれようと手てを伸のばした。

　その時とき──、




　ドンッ！




　まだ隣となりの隅すみにたどり着ついていないのに、誰だれかの肩かたに手てがぶつかった。

「え？　誰だれ!?　ふふふ」

　ニコニコしながら美み桜おは声こえを上あげた。




　パチン！




　部へ屋やの灯あかりが点ついた。

　部へ屋やには陸りく斗とと少しょう年ねんと少しょう女じょがいた。

　そして、なぜか、美み桜おと陸りく斗との間あいだにもう１人ひとりの人ひと影かげが立たっている。

「ご、５人にん目め!!」

　美み桜おと陸りく斗とはニコニコしながら悲ひ鳴めいをあげた。

　すると、人ひと影かげが言いう。




「キミ達たちは離はなれろ」




　それは赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんだった。

　美み桜おは頭あたまがクラクラした。

　なぜ、いままでニコニコしていたのか理り解かいできないまま、少しょう年ねんの顔かおを見みた。

「あなた、誰だれ？」




「僕ぼくは千せん野のフシギ」




　すると──、




　バンッ！




　扉とびらが勢いきおいよく開ひらいた。

　黄き色いろいフードの犬いぬが飛とび込こんできた。

「俺おれは人じん面めん犬けんのジミーや」

　ジミーは、少しょう年ねんと少しょう女じょの前まえに立たちふさがってうなり声ごえをあげた。

　フシギは少しょう年ねんと少しょう女じょをにらみつけたまま説せつ明めいを始はじめる。

「彼かれらは自じ分ぶんたちの魂たましいとキミ達たちの魂たましいを入いれ替かえようとしたんだ！」

「え？」

　美み桜おと陸りく斗とはクラクラする頭あたまでその話はなしを聞きいていた。

「この２人ふたりは昔むかし、別べつのキャンプ場じょうで死しんだ少しょう年ねんと少しょう女じょの亡ぼう霊れいなんだ」

　それを聞きいて、少しょう年ねんだけでなく、少しょう女じょもニコニコとした表ひょう情じょうから鬼おにのような顔かおに変かわり始はじめた。

「『スクエア』は、右みぎ回まわりをして数すう字じを[image: ]まで数かぞえた後あと、逆ぎゃくに左ひだり回まわりで数すう字じを[image: ]から数かぞえると、生いきている者ものと死しんだ者ものの魂たましいを入いれ替かえることができるんだ」

　鬼おにのような顔かおになった少しょう年ねんと少しょう女じょが、おぞましい目めをフシギに向むけてきた。

「フシギ！　手て帳ちょうや！」

[image: ]

　フシギの顔かおに迷まよいが浮うかんだ。

　鬼おにの表ひょう情じょうの少しょう年ねんと少しょう女じょがフシギをにらんで来くる。

「フシギ！　なにしてる！」

　フシギは迷まよいを吹ふっ切きり、ジミーにうなずいた。

　赤あかい手て帳ちょうを出だした。




　セラテイロノ　セツウイロノ　シャ・エイ




　フシギの口くちから呪じゅ文もんが唱となえられた。




[image: ]




　次つぎの瞬しゅん間かん、少しょう年ねんと少しょう女じょから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　その途と端たん、地じ鳴なりのような音おとが響ひびいた。




　ゴゴゴゴッ！




「逃にげるんや！」

　ジミーが叫さけび、美み桜おと陸りく斗とを小こ屋やの外そとに追おい立たてた。

　フシギ、ジミー、美み桜お、陸りく斗とが外そとに出でてくると、小こ屋やが霧きりのように散ちっていった。

　小こ屋やそのものも、あの少しょう年ねんと少しょう女じょが作つくり出だした幻まぼろしだったのだ。

　フシギは赤あかい手て帳ちょうをしまいながら、美み桜おと陸りく斗とに言いう。

「この話はなしは誰だれにもしてはいけない。話はなしをすれば、再ふたたび彼かれらが現あらわれて、誰だれかが不ふ幸こうな目めに遭あってしまう」

　美み桜おと陸りく斗とは、フシギとジミーを見みた。

　今いまおきたことを全ぜん部ぶ理り解かいしたわけではない。

　でも、この赤あかいフードの少しょう年ねんと黄き色いろいフードの犬いぬは信しん用ようできると思おもった。

　美み桜おがうなずくと、近ちかづいてくる声こえが聞きこえた。

「美み桜お！　リク！」

　父ちち親おやと母はは親おやが斜しゃ面めんを登のぼってくるのが見みえる。

「あんたたち、何なにやってるの!?　心しん配ぱいさせないでよ！」

「お母かあさん！　お父とうさん！」

　美み桜おと陸りく斗とは両りょう親しんのもとに走はしった。

「テントにいないから心しん配ぱいしたのよ！」

「ごめんなさい！　お母かあさん!!」

　美み桜おたちは親おやに抱だき着つく。

「何なにがあったの？　怒おこらないから正しょう直じきに言いいなさい」

　陸りく斗とが説せつ明めいを始はじめた。

「あのね。僕ぼく達たちね──」

　美み桜おはすかさず弟おとうとの口くちを塞ふさいだ。

「リクは黙だまってなさい。簡かん単たんに説せつ明めいするね。肝きも試だめしをしてたら迷まい子ごになっちゃったの。お母かあさん、お父とうさん、ごめんなさい！」

「なんだ、お前まえ達たちは！　仕し方かたないな。心しん配ぱいさせるな」

　父ちち親おやは笑わらい、母はは親おやも笑わらった。

　美み桜おは親おやの胸むねの中なかで背はい後ごを見みた。

　そこにフシギとジミーの姿すがたは無なかったが、心こころの中なかでつぶやいた。

（ありがとう……）




　　　　[image: ]




　森もりの中なかを歩あるくフシギがポケットから赤あかい手て帳ちょうを出だした。

　ページを開ひらくとさっき回かい収しゅうした呪のろいのマークがゆっくりと消きえていった。

「ヒミツ……！　これじゃ、ヒミツに……」

　妹いもうとのヒミツを助たすけるために旅たびを続つづけてきたのに、手て帳ちょうの白しろいページを見みるとむなしくなった。

　フシギは赤あかい手て帳ちょうを投なげた。




　バサッ！





[image: ]



　森もりの湿しめった地じ面めんに手て帳ちょうが落おちる。

「フシギ!!　何なにするねん!?」

　ジミーがあわてて手て帳ちょうを拾ひろいに行いく。

「フ、フシギ、お、お前まえらしくもないで……！」

　ジミーはうろたえてしまい、言こと葉ばがつかえてしまった。

「そんなもの、持もってても意い味みがない。だから、捨すてただけだ」

　歩あるき去さろうとするフシギにジミーは怒ど鳴なる。

「バカ言いうな！　さっきだって一いっ瞬しゅんでも役やくに立たったやないか!?」

　一いっ緒しょに長ながい旅たびをしてきた人じん面めん犬けんの言こと葉ばにフシギは立たち止どまった。

　一いっ方ぽう、自じ分ぶんの言こと葉ばを聞きき入いれてくれたフシギにジミーは安あん堵どして手て帳ちょうをくわえた。

　黄き色いろいフードの犬いぬは大たい切せつな仲なか間まに大だい事じな手て帳ちょうを渡わたすために、ゆっくりと歩あゆみ寄よっていった。

























（ふぅ～、今日きょうも塾じゅくが終おわった）

　駅えき前まえビルから出でてきた中ちゅう学がく１年ねん生せいの田た所どころ大だい智ちは、ため息いきをついた。

（高こう校こう受じゅ験けんはまだ先さきなのに、こんな勉べん強きょうがずっと続つづくのかぁ……）

　そう思おもって憂ゆう鬱うつになった。

　すると、背はい後ごから声こえをかけられた。

「ねぇ、大だいちゃん。記き念ねん公こう園えんに寄よってこうよ」

　同おなじ塾じゅくに通かよう白しら河かわ裕ひろ樹きである。

　大だい智ちは皆みなに大だいちゃんと呼よばれている。

　一いっ方ぽう、裕ひろ樹きは皆みなにヒロくんと呼よばれている。

　２人ふたりの学がっ校こうは別べつだが、塾じゅくでは一いち番ばん仲なかが良よかった。

「え？　ヒロくん、なんで？」

「面おも白しろい話はなしを聞きいたんだ」

「面おも白しろい話はなしを？」

「ねぇ、行いこうよ」

「なんなの？」

「行いけばわかるからさ」

　大だい智ちは学がっ校こうの友とも達だちよりも裕ひろ樹きと一いっ緒しょにいるほうが楽たのしかった。

　いや、楽たのしいと言いうより、安あん心しんする感かんじがした。

　裕ひろ樹きも大だい智ちと同おなじ難なん関かん高こう校こう受じゅ験けんコースを選えらんでいたからだ。

　お互たがい気き持もちを理り解かいし合あえる気きがしていた。

　だから、裕ひろ樹きの誘さそいを断ことわりたくなかった。

「でも……」

　大だい智ちは、通とおりに立たつ時と計けい塔とうに目めをやった。

　時じ刻こくは午ご後ご８時じ半はん過すぎ。

　周しゅう囲いに明あかるい飲いん食しょく店てんやコンビニが並ならんでいるものの、その数かずは都と会かいの駅えき前まえに比くらべたら少すくない。

　人ひと通どおりもまばらだ。

　母はは親おやからは「この町まちの夜よるは早はやいの。だから、さっさと帰かえってきなさい」といつも言いわれていた。

　そんな大だい智ちのためらいに気きづいた裕ひろ樹きは、しつこく言いってくる。

「ねぇねぇ、行いこうよ。寄より道みちしたって20分ぷん位くらいだからさ」

　息いき抜ぬきをしたい気き持もちは、すごく分わかった。

（補ほ習しゅうがあれば20分ぷん位くらいは遅おそくなるよな）

　大だい智ちはそう考かんがえて踏ふん切ぎりをつけた。

「うん、わかった。行いこう」

「ほんとに？」

「うん」

　大だい智ちがうなずくと、裕ひろ樹きはニッコリしてから足あし早ばやに歩あるき出だした。

　それを追おいかけるように歩あるく大だい智ち。

　大だい智ちと裕ひろ樹きは、いつもとは違ちがう道みちへ向むかった。




『記き念ねん公こう園えん』が何なにを記き念ねんしているのかは大だい智ちも裕ひろ樹きも知しらなかった。

　街がい灯とうに照てらされた広ひろ場ばに大おお型がた遊ゆう具ぐが置おかれていて、その向むこうに池いけがあった。

　池いけの周まわりのジョギングコースを走はしる数すう名めいの大人おとなたちの姿すがたが見みえる。

「で、どこが面おも白しろいの？」

　大だい智ちが尋たずねると、裕ひろ樹きは「こっち、こっち」と広ひろ場ばを囲かこむ林はやしへ向むかった。

「え？　そっち？」

　大だい智ちは何なん度どもこの公こう園えんに来きているが、鬱うっ蒼そうとした林はやしの中なかには１度どしか入はいったことがなかった。

　なぜならコンクリートで蓋ふたをされた井い戸どがあるだけなのだ。




「ねぇ、ヒロくん、ここに夜よる来きたのは初はじめてだよ」

　林はやしの中なかには細ほそい遊ゆう歩ほ道どうがあった。

　広ひろ場ばを照てらす街がい灯とうの灯あかりが木き々ぎの間あいだから射さし込こみ、道みちにストライプ模も様ようを作つくっている。

「うん。僕ぼくも夜よる来きたのは初はじめてだよ」

「でも、この先さきに行いっても塞ふさがれた井い戸どがあるだけだよ」

「うん、そうなんだけどね」

　そう言いった裕ひろ樹きはスタスタと歩あるいて行いく。

　大だい智ちはそれを追おった。

　やがて道みちの突つき当あたりが、丸まるく開ひらけた。

　石いし造づくりの井い戸どがある。

　でも、それは以い前ぜんと変かわらず分ぶ厚あついコンクリートで蓋ふたをされていた。

「使つかわれてない井い戸どだよね……？　これが面おも白しろいことなの？」

「うん、そうなんだ」

「え？　これのどこが面おも白しろいの？」

　大だい智ちは蓋ふたの縁ふちに触ふれた。

[image: ]

　夜よるの冷れい気きにさらされたコンクリートはひんやりとしていた。

「もしかして、この蓋ふたが動うごくとか……？」

　大だい智ちはがっしりとした蓋ふたを押おしてみたがびくともしない。

　以い前ぜん、兄あにの翔しょう太たとここに来きた時ときのことを思おもい出だした。

「前まえに来きた時ときは兄にいちゃんと２人ふたりしてここで眠ねむっちゃったんだよね」

　大だい智ちはそのまま蓋ふたの上うえに仰あお向むけに寝ねっ転ころがってみた。

　以い前ぜんはすっぽりと身体からだ全ぜん体たいが乗のったが、今いまは膝ひざから下したが蓋ふたからはみ出でてしまう。

　現げん在ざいの大だい智ちの身しん長ちょうが１５５センチ位くらいだから、蓋ふたの直ちょっ径けいは１２０センチ位くらいなのだろう。

　背せ中なかに感かんじるコンクリートの冷つめたさが気き持もちいい。

　真ま上うえには木き々ぎに囲かこまれた夜よ空ぞらが見みえて、星ほしが瞬またたいていた。

　久ひさしぶりに気き分ぶんがリラックスする。

　大だい智ちは父ちち親おやにいつも「翔しょう太たと同おなじ高こう校こうに行いくんだ。それがお前まえのためだ」と言いわれていた。

　地じ元もとで有ゆう名めいな私し立りつ高こう校こうである。

　父ちち親おやにそう言いわれる度たびに疑ぎ問もんがわいた。

（なんで兄にいちゃんと同おなじ学がっ校こうに行いかないといけないんだろう？）

　でも、今いまはそんな煩わずらわしいこともすっかり忘わすれることができた。

　目めをつぶってみる。

　風かぜに揺ゆれる木き々ぎの音おとがさわやかだ。

「ヒロくんもここで寝ねっ転ころがりなよ。気き持もちいいよ」

「ううん、僕ぼくは止やめとくよ」

「そんなことを言いわないでさ、寝ねっ転ころがって目めをつぶってみなよ」

　大だい智ちは目めを閉とじたまま深しん呼こ吸きゅうをした。

「ねぇ、大だいちゃん、何なにか聞きこえない？」

「気き持もちのいい風かぜの音おとと、葉はっぱがこすれ合あう音おとが聞きこえるよ」

「そうじゃなくて、井い戸どの中なかから『苦くるしい、苦くるしい』って声こえが聞きこえない？」

　奇き妙みょうに思おもって大だい智ちはゆっくりと目めを開ひらいた。

「『苦くるしい、苦くるしい』って……？」

「幽ゆう霊れいの声こえが聞きこえるんだってさ」

「どこから……？」

「この井い戸どからだよ」




「うそぉっ!?」




　ガッと大だい智ちは起おき上あがり、あわてて井い戸どの蓋ふたから下おりた。

　その様よう子すを見みて裕ひろ樹きが笑わらった。

「なんだよ！　笑わらうなよ」

「だって、大だいちゃんは幽ゆう霊れいなんているわけないって言いってたのにさ」

「うるさいな！」

　大だい智ちは井い戸どから数すう歩ほ離はなれるとコンクリートの蓋ふたをじっと見みた。

　確たしかに「幽ゆう霊れいなんていない」と何なん度どか裕ひろ樹きに言いったことがある。

　でも、それは本ほん心しんからではなかった。

　ため息いきをついて、裕ひろ樹きには正しょう直じきに話はなしをすることにした。

「うちでそんな話はなしをするとみんなにくだらないって言いわれちゃうからね……」

「あ、そうなんだ。僕ぼくの家いえも心しん霊れいスポット巡めぐりのネット動どう画がとか見みてると親おやに消けされちゃうんだ」

「え？　そうなの？」

　大だい智ちは裕ひろ樹きのことがますます身み近ぢかに感かんじられた。

　すると裕ひろ樹きは井い戸どに目めを向むけた。

「この井い戸どの中なかに侍さむらいの幽ゆう霊れいがいて『苦くるしい』って言いうんだってさ」

「侍さむらいの幽ゆう霊れいなの？　この井い戸どってそんなに古ふるいの？　そんなの初はじめて聞きいたよ」

「うん、僕ぼくも初はじめて聞きいた。でも、今いま、僕ぼくの学がっ校こうで噂うわさになってるんだ」

「ヒロくんの学がっ校こうで噂うわさに……？」

　裕ひろ樹きは井い戸どをじっと見みつめたまま大だい智ちに語かたりかけてくる。

「ねぇ、大だいちゃん」

「なに？」

「本ほん物ものの幽ゆう霊れいを見みられるかもしれないんだよ」

「え？」

　大だい智ちはちょっとゾッとして、井い戸どを見みつめる裕ひろ樹きの横よこ顔がおを見みた。

　しかし裕ひろ樹きは目めを輝かがやかせていた。

　そんな友とも達だちを見みると大だい智ちからスッと恐きょう怖ふ感かんが失うせた。

　もし本ほん物ものの幽ゆう霊れいを見みたら、『幽ゆう霊れいなんてくだらない』と言いっている家か族ぞくに言いい返かえせる。

　そうしたら、「勉べん強きょう！　勉べん強きょう！」と言いわれている状じょう態たいも変かわるかもしれない。

　今いまの窮きゅう屈くつな世せ界かいから解かい放ほうされるかもしれない。

　少すくなくとも「普ふ通つうじゃない」ものを見みたら、日にち常じょうの何なにかが変かわるかもしれない。

　そんなことが頭あたまの中なかに浮うかんだ。

　なんだか楽たのしくなって、大だい智ちは張はりのある声こえを出だした。




「そうだよね！　本ほん物ものの幽ゆう霊れいを見みられたら凄すごいよね！」




「そうでしょ？　ねぇ、一いっ緒しょに見みようよ」

「一いっ緒しょに見みよう」

　大だい智ちと裕ひろ樹きはうなずきあった。

（侍さむらいの幽ゆう霊れいさん、出でてきて！）

　大だい智ちは心こころの中なかでそう願ねがった。

　２人ふたりはコンクリートで蓋ふたをされた石いしでできた井い戸どを再ふたたびじっと見みた。

　耳みみを澄すます。

　風かぜが奏かなでる木き々ぎのざわめきが響ひびく。

　さっきまでは気き持もちよく感かんじていた音おとが、今いまは違ちがう音おとに思おもえる。

　まるで、ゲームで最さい強きょうの味み方かたを『召しょう喚かん』させる呪じゅ文もんのように聞きこえてきた。

　２人ふたりは期き待たいを込こめて井い戸どを見みつめた。

　しかし、声こえは聞きこえない。

「なにも聞きこえないね」

　大だい智ちはしびれを切きらして裕ひろ樹きに言いった。

「しっ！」

　裕ひろ樹きは人ひと差さし指ゆびを自じ分ぶんの口くちに当あてて大だい智ちを制せいした。

　大だい智ちは仕し方かたなく再ふたたび耳みみをすます。




　サァー、ザワザワザワ




　風かぜの音おとと木き々ぎのざわめき。

　目めの前まえには、コンクリートで蓋ふたをされた石いしでできた井い戸ど。

　分ぶ厚あつい灰はい色いろの蓋ふたの上うえで、街がい灯とうが作つくる枝えだ葉はの影かげがあやしく踊おどっている。




　サァァァ、ザワザワザワザワザワ──




　そして風かぜが静しずかになった。




　サァァァァ────




　おとなしい風かぜの音おとがよぎるだけだ。

「ねぇ、ヒロくん、何なにか聞きこえた？」

　隣となりの裕ひろ樹きが首くびを横よこに振ふった。

「聞きこえないな。おかしいな。月つきのない夜よるに幽ゆう霊れいを見みた人ひとが本ほん当とうにいるって聞きいたのに」

「月つきのない夜よる？」

「うん。月つきが出でてる夜よるじゃ駄だ目めなんだって」

　裕ひろ樹きは空そらを見み上あげた。

　大だい智ちもつられて見み上あげた。

　確たしかに今日きょうは月つきが見み当あたらない。

「本ほん物ものの幽ゆう霊れいは見みられないのかな……」

　裕ひろ樹きがぽつりと言いったその言こと葉ばが大だい智ちの心こころに刺ささった。

（やっぱりお母かあさんやお父とうさん、兄にいちゃんが言いうとおりで、幽ゆう霊れいなんていないのかもしれない）

　なんだかそれが悔くやしくて、ひどくガッカリした。

　大だい智ちはそう考かんがえた後あとに、はっと親おやから渡わたされた腕うで時ど計けいを見みた。

「ヤバッ！　もうとっくに20分ぷんなんて過すぎてるよ！」

「大たい変へんだ、帰かえろう！」

「ヒロくん、また明日あした来こようよ」

「うん！　大だいちゃん、そうしよう。でも、今いまは急いそがないと」

　２人ふたりは歩あるいてきた道みちを、あわてて引ひき返かえした。

　後あとには重おもたい蓋ふたで閉とじられた井い戸どが林はやしの中なかにぽつりとあるだけだった。




　　　　[image: ]




「大だいちゃんも、その噂うわさを聞きいたの？」

「え？　ってことは鈴すずちゃんも知しってたの？」

　翌よく朝あさ学がっ校こうで、大だい智ちは隣となりの席せきの山やま田だ鈴すず音ねに記き念ねん公こう園えんの井い戸どについて話はなしをしていた。

　昨日きのうから井い戸どに出でる幽ゆう霊れいのことで頭あたまがいっぱいだったのだ。

　すると、鈴すず音ねもその噂うわさを知しっているという。

「うん、先せん月げつ、幼よう稚ち園えん時じ代だいの友とも達だちが集あつまった時ときに噂うわさしてた……」

　そこで言こと葉ばを句く切ぎった鈴すず音ねだが、まだ何なにかを言いいたそうだった。

「まだ何なにかあるの？」

「うん、実じつはね。この前まえの日にち曜よう日びに、隣となり町まちの親しん戚せきのお姉ねえさんが遊あそびに来きたの。その時ときに、記き念ねん公こう園えんの井い戸どの話はなしをしたのね。そしたら……」

「そしたら……？」

「お姉ねえさんの住すんでる町まちにも『真ま夜よ中なかの井い戸ど』っていう話はなしがあるんだって。町まち外はずれに古ふるい井い戸どがあって、その井い戸どの噂うわさと一いっ緒しょだっていうの」

「全ぜん然ぜん違ちがう場ば所しょの井い戸どの幽ゆう霊れい話ばなしと一いっ緒しょってこと？」

「うん、昔むかし、殺ころされたお侍さむらいさんがその井い戸どに投なげ込こまれたんだって。それ以い来らい、新しん月げつになると『苦くるしい、苦くるしい』って声こえが井い戸どから聞きこえて、お侍さむらいさんの幽ゆう霊れいが出でてくるんだってさ」

「新しん月げつの夜よる……」

　大だい智ちは思おもわずつぶやいた。

（月つきのない夜よるって、新しん月げつの夜よるのことだったんだ）

　なぜ他ほかの町まちの噂うわさが自じ分ぶんの町まちに広ひろまったかを、大だい智ちが気きにすることはなかった。

　それよりも新しん月げつの夜よるがいつなのかのほうが気きになった。

　月つきの満みち欠かけについては最さい近きん、理り科かで勉べん強きょうをしたばかりだった。

　理り科かの教きょう科か書しょを開ひらいて『月げつ齢れい』を今こん月げつの日ひ付づけと合あわせてみた。

　昨日きのうは月つきの出でが明あけ方がただったのだ。

　スプーンを真ま横よこから見みたような細ほそい月つきが明あけ方がたに昇のぼっていたようだ。

　だから、月つきのない夜よるではなかったのだと気きづいた。

　本ほん当とうの月つきのない夜よるは『新しん月げつ』。

「新しん月げつは今日きょうだ！」

　塾じゅくに行いったら裕ひろ樹きに真まっ先さきに教おしえないと、と大だい智ちは思おもった。
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　その夕ゆう刻こく。

　大だい智ちはいつもより早はやめに塾じゅくに向むかった。

　記き念ねん公こう園えんの井い戸どのことを考かんがえたら、嬉うれしくなってつい早はやくに家いえを出でてしまったのだ。

　そして、駅えき前まえビルの塾じゅくのフロアに入はいり、教きょう室しつの扉とびらを開あけた。

　前まえの席せきに田た中なかというメガネをかけた女おんなの子こが座すわっているのが目めに入はいった。

　難なん関かん校こう受じゅ験けんコース一いち番ばんの秀しゅう才さいで、休きゅう憩けい時じ間かんも勉べん強きょうばかりしている女おんなの子こだった。

　毎まい日にちの勉べん強きょうにうんざりしている大だい智ちは好すきになれなかった。

　それは裕ひろ樹きも同おなじだった。

　２人ふたりは田た中なかとはあまり親したしく話はなしをしたことが無なかった。

　そんな女おんなの子こが教きょう室しつの一いち番ばん前まえに座すわり、一いち番ばん後うしろには裕ひろ樹きが既すでに座すわっていた。

　いつもはギリギリに来くる裕ひろ樹きなのに、珍めずらしいと大だい智ちは思おもった。

　やはり、裕ひろ樹きも今こん夜やのことが楽たのしみなのだろう。

「ヒロくん、分わかったよ。昨日きのうじゃなかったんだ。今日きょうが新しん月げつなんだよ。だから、本ほん当とうの月つきのない夜よるは今日きょうなんだよ。今日きょうだったらきっと見みられるよ」

　大だい智ちがそう言いいながら裕ひろ樹きの前まえの椅い子すに座すわった。

　ところが、裕ひろ樹きはまったく予よ想そう外がいのことを言いう。

「大だいちゃん、井い戸どに行いくのは止やめよう」

「え？　なんで？」

　大だい智ちは戸と惑まどって、一いち番ばん仲なかがいいと思おもっている友とも達だちの顔かおを見みつめた。

「ヒロくん、なんで止やめるの？　今日きょう行いけばきっと本ほん物ものの幽ゆう霊れいを見みられるんだよ」

　だが、裕ひろ樹きは大だい智ちにおびえたような目めを向むけてきた。

「今日きょう、学がっ校こうで色いろ々いろと聞きいて回まわったんだよ。月つきのない夜よるは新しん月げつの夜よるだというのも分わかったよ」

「だったら、なんで？」

「先せん月げつの新しん月げつの時ときに、あの井い戸どに肝きも試だめしに行いった２人ふたりの高こう校こう生せいがいるんだって。その２人ふたりは間ま違ちがいなく見みたって言いってたそうなんだ」

　それを聞きいて大だい智ちは嬉うれしくなった。

「え、じゃ、やっぱり幽ゆう霊れいを見みられるんだよね？」

　いつも「勉べん強きょう！　勉べん強きょう！」と言いわれている自じ分ぶんの生せい活かつの何なにかが変かわる。

　きっとそうなるに違ちがいないと、大だい智ちはすっかり思おもい込こんでいた。

　だが、裕ひろ樹きの様よう子すは昨日きのうとは打うって変かわっていた。

「うん、その高こう校こう生せいは２人ふたりとも間ま違ちがいなく見みたらしいんだよ。でも……」

「でも……？　なに？」

「その後あと、２人ふたりとも原げん因いん不ふ明めいの病びょう気きになって寝ね込こんでるんだって」

　大だい智ちの背せ筋すじに冷つめたいものが走はしった。

「え？」

「だから、もうあの井い戸どに行いくのは止やめようよ」

　裕ひろ樹きはそう言いうと塾じゅくの授じゅ業ぎょうの準じゅん備びを始はじめた。

　しかし大だい智ちは諦あきらめきれない。

「ねぇ、ちょっと待まって。その高こう校こう生せいは本ほん当とうにいるの？」

「本ほん当とうにいるの、って、どういうこと？」

「だから、誰だれかが井い戸どの話はなしを怖こわくするために作つくった噓うそなんじゃないの？　本ほん当とうはそんな高こう校こう生せいはいないんじゃないの？」

「そんなことないよ。色いろんな友とも達だちに聞きいたもん」

「でも、ヒロくんの学がっ校こうでは、その作つくり話ばなしが信しんじられちゃったんじゃないの？」

　裕ひろ樹きは小ちいさくため息いきをつくと、目め線せんを大だい智ちから外はずした。

「ねえ、田た中なかさんの学がっ校こうの話はなしを大だいちゃんにも聞きかせてあげてよ」

　教きょう室しつの前まえの席せきで背せ中なかを丸まるめて勉べん強きょうをしていた女おんなの子こが振ふり向むいた。

「うちの学がっ校こうでも高こう校こう生せいが２人ふたり、病びょう気きになったって噂うわさになってるよ」

　裕ひろ樹きがいつもより早はやく来きていたのは、この田た中なかという女おんなの子こに高こう校こう生せいの噂うわさ話ばなしが本ほん当とうなのかを確たしかめるためだったのだ。

　それに気きづいた大だい智ちだが、田た中なかにも裕ひろ樹きにも返かえす言こと葉ばが無なかった。

　さらに彼かの女じょは話はなしを続つづける。

「あ、それと、その高こう校こう生せいはあなたのお兄にいさんの高こう校こうのはずよ。だから、お兄にいさんに確かく認にんしてみたら？」

　田た中なかは素そっ気けなく言いうと、再ふたたび机つくえに向むかった。

「え？　兄にいちゃんの高こう校こうなの？」




　大だい智ちは塾じゅくが終おわると急いそいで家いえに帰かえった。

　玄げん関かんに入はいると一いっ直ちょく線せんに兄あに、翔しょう太たの部へ屋やに向むかった。

「大だい智ち、なんだよ？」

　宿しゅく題だいに取とり組くんでいた翔しょう太たは、自じ分ぶんの部へ屋やに弟おとうとが飛とび込こんできたので驚おどろいた。

「兄にいちゃんの学がっ校こうで、病びょう気きで寝ね込こんでる人ひとっている？」

「え？　なんだよ、いきなり」

　あまりに唐とう突とつな質しつ問もんだったので、翔しょう太たは理り解かいできなかった。

「だから、兄にいちゃんの学がっ校こうで、病びょう気きで寝ね込こんでる人ひとっているか、って聞きいてるんだよ」

　すると翔しょう太たはやっと理り解かいできたらしくふっと笑わらった。

「俺おれは１年ねん生せいだろ。でも、２年ねん生せいに原げん因いん不ふ明めいの病びょう気きで寝ね込こんでる人にん間げんがいるよ。今いま、学がっ校こうでちょっとした騒さわぎになってるけどね」

　大だい智ちはつばを飲のみ込こんだ。

「やっぱり本ほん当とうだったんだ」

「え？　もしかして、お前まえ、井い戸どに出でる幽ゆう霊れいの話はなしに興きょう味みがあるの？」

　翔しょう太たが呆あきれた口く調ちょうで笑わらいながら尋たずねてきた。

　すると、いつの間まにか、大だい智ちの背はい後ごに両りょう親しんが立たっていた。

「なに、その井い戸どに出でる幽ゆう霊れいって？」

　大だい智ちが振ふり向むくと母はは親おやが冷つめたい目めで自じ分ぶんを見みていた。

「井い戸どに出でる幽ゆう霊れいって何なんの話はなしなんだ？　大だい智ち、説せつ明めいするんだ」

　今こん度どは父ちち親おやが自じ分ぶんを冷つめたい目めでにらみつけた。

　だが、大だい智ちは答こたえる気きになれない。

「僕ぼくが説せつ明めいするよ」

　翔しょう太たが口くちを開ひらいた。

「先せん月げつくらいから、記き念ねん公こう園えんの使つかわれなくなった井い戸どに幽ゆう霊れいが出でるって噂うわさが広ひろがってるんだよ」

「なんだ、それは？　くだらん！」

　父ちち親おやが口くちを挟はさんだ。

「父とうさん、最さい後ごまで話はなしを聞きいてよ。それで、先せん月げつから、うちの学がっ校こうの２年ねん生せいが２人ふたり、病びょう気きで寝ね込こんでるんだ。で、その２人ふたりが記き念ねん公こう園えんの井い戸どに肝きも試だめしに行いって幽ゆう霊れいを見みたせいだって噂うわさになっててね」

「ますますくだらん！　お前まえはそんなものに興きょう味みを持もったのか？」

　にらむ父ちち親おやの脇わきで、母はは親おやは大だい智ちを非ひ難なんするような視し線せんを向むけてくる。

「ねぇ、大だい智ち。昨日きのうは塾じゅくの帰かえりが凄すごく遅おそくなったわよね。補ほ習しゅうがあったと言いってたけど本ほん当とうなの？」

　何なにも言いえない大だい智ちの額ひたいに汗あせがにじんできた。

「噓うそじゃないわよね？」

　沈ちん黙もくする大だい智ちの首くびすじを汗あせが流ながれていく。

「黙だまってるってことは、塾じゅくに確かく認にんの電でん話わをしても大だい丈じょう夫ぶよね？」

　母はは親おやはリビングに置おいてある電でん話わ機きに向むかって歩あるき出だした。

　それを見みた大だい智ちは息いきが苦くるしくなってきた。

（苦くるしい、苦くるしい）

　頭あたまの中なかで言こと葉ばが繰くり返かえされた。

（苦くるしい、苦くるしい、苦くるしい）

　母はは親おやが電でん話わ機きを手てに取とるのがハッキリ見みえた。

　塾じゅくに電でん話わをされれば、昨日きのうの噓うそがばれる。

　そうなったら、家か族ぞくみんなに大だい智ちが責せめられるのは間ま違ちがいなかった。

　大だい智ちは、もうどうでもいいからここから逃にげ出だしたくなった。







　わあああぁぁぁぁっっ!!







　大だい智ちは叫さけび声ごえを上あげると父ちち親おやを突つき飛とばした。

「おい！　大だい智ち！」

　大だい智ちは玄げん関かんのスニーカーに足あしを突つっ込こみ、扉とびらを開あけて外そとに勢いきおいよく飛とび出だした。

　後うしろから「大だい智ち！　大だい智ち！」と叫さけぶ家か族ぞくの声こえが聞きこえた。

　それを振ふり切きるように闇やみ雲くもに大だい智ちは走はしった。




　走はしって、走はしって、走はしって……。




　気きづくと記き念ねん公こう園えんの前まえに来きていた。

　ハアハアと肩かたで息いきをしながら中なかに入はいる。

　広ひろ々びろとした風ふう景けいが街がい灯とうに照てらされている。

　大だい智ちは、鬱うっ蒼そうとした林はやしに向むかった。

　林はやしの中なかの細ほそい遊ゆう歩ほ道どうに入はいった。

　木き々ぎの間あいだから射さし込こむ灯あかりが、道みちにストライプの模も様ようを作つくっている。

　そこを小こ走ばしりすると、やがて突つき当あたりが、丸まるく開ひらけた。

　分ぶ厚あついコンクリートで蓋ふたをされた石いしの井い戸どがあった。

　大だい智ちは、シャツの袖そで口ぐちで汗あせを拭ぬぐうと井い戸どにゆっくりと近ちかづいた。

　そして、この蓋ふたの下したの決けっして日ひの当あたらない闇やみを想そう像ぞうした。

　そこに何なん百びゃく年ねんもの間あいだ、閉とじ込こめられた魂たましいがいる。

　井い戸どの中なかの窮きゅう屈くつな世せ界かいに押おし込こめられた侍さむらいの幽ゆう霊れい。

（きっと僕ぼくみたいに辛つらい思おもいをしてるんだね）

　今いまの自じ分ぶんの気き持もちを理り解かいしてくれるのは、その幽ゆう霊れいだけに思おもえた。

（幽ゆう霊れいさん、出でてきて！）

　大だい智ちは心こころの中なかでそう願ねがった。

　そして、手てを合あわせて、目めをつぶった。

　風かぜが木き々ぎを揺ゆらしている。

　夜よるの公こう園えんは静しずかだ。

　が──、




「く、く…………」




　大だい智ちははっとして目めを開あけた。

（声こえが聞きこえた……？）

　耳みみを澄すました。




「く、く……苦くるし……」




　やはり聞きこえる。

　大だい智ちは井い戸どを見み下おろした。




「く、く、苦くるし……苦くるし」




　今こん度どはハッキリ聞きこえた。

　大だい智ちはしゃがみ込こむと分ぶ厚あつい蓋ふたに片かた耳みみを当あてた。

　コンクリートの冷つめたさに一いっ瞬しゅん身みが縮ちぢんだが、強つよく耳みみを押おしつけた。




「苦くるし……、く、苦くるし……」




　間ま違ちがいなく井い戸どの中なかから声こえが聞きこえる。

「幽ゆう霊れいさん、やっぱりいるんだね。僕ぼくと同おなじで『苦くるしい』んだね」

　大だい智ちはコンクリートの蓋ふたを押おしてみた。

　だが、びくともしない。

「やっぱりダメか……」

　大だい智ちが嘆なげいた、直ちょく後ご──、




　ゴトゴトゴトッ！




　重おもたいコンクリートの蓋ふたが揺ゆれ出だした。

「ひっ！」と大だい智ちはのけぞり、尻しり餅もちをついた。




　ゴトゴトッ、ゴトゴトゴトッ！




　蓋ふたが揺ゆれる。

　大だい智ちはビックリして呆ぼう然ぜんと見みるだけだ。

　すると──、




　ガッ、ガガガガッ！




　重おもたいコンクリートの蓋ふたが一いっ気きにズレた！

　大だい智ちは恐きょう怖ふしながらも、侍さむらいの幽ゆう霊れいを見みれば辛つらい自じ分ぶんの世せ界かいが変かわると信しんじた。

「幽ゆう霊れいさん、『苦くるしい』のは僕ぼくも一いっ緒しょだよ」

　大だい智ちは震ふるえる声こえで井い戸どから出でてくるものに語かたりかけた。

　その場ばから逃にげずに我が慢まんして待まち受うけた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、ざんばら髪がみの侍さむらいがニュッと現あらわれた。

　侍さむらいは大だい智ちをにらみつけて、恐おそろしい言こと葉ばを叫さけんだ。







「苦くるしめっ!!　苦くるしめぇっっ！！！」
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　大だい智ちは幽ゆう霊れいだけが自じ分ぶんの気き持もちを理り解かいしてくれると思おもっていた。

　でも、それは大おおきな勘かん違ちがいだった。




（ええっ!?　『苦くるしい』じゃなくて『苦くるしめ』だったんだ！）




　大だい智ちはそれに気きづくのが遅おそすぎた。

　地じ面めんに尻しり餅もちをついている大だい智ち。

　その頭あたまを侍さむらいの両りょう手てが掴つかんだ。







「ぎゃぁぁぁあああああ!!!!」







　公こう園えんに、大だい智ちの悲ひ鳴めいが響ひびき渡わたる。
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　数すう日じつ後ごの昼ひる。

　記き念ねん公こう園えんの井い戸どは何なに事ごとも無なかったように林はやしの中なかにあった。

　重おもたいコンクリートの蓋ふたが閉しまっている。

　その前まえに立たつ、１人ひとりの少しょう年ねんと１匹ぴきの犬いぬ。

　フシギとジミーである。

「『真ま夜よ中なかの井い戸ど』は、この井い戸どやなかったのに……」

　ジミーはつぶやいた。

「この町まちの誰だれかが噂うわさを語かたったんだ。そのせいでこの井い戸どが『真ま夜よ中なかの井い戸ど』になってしまった」

「なんとかできへんのか？」

　フシギはしばらく考かんがえると、赤あかい手て帳ちょうを出だした。

　そして呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、井い戸どから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

「そうや、フシギ、呪のろいを回かい収しゅうしているうちに手て帳ちょうの力ちからがきっと元もとに戻もどるで」

　ジミーは慰なぐさめるように言いった。

　だが、手て帳ちょうの中なかの呪のろいのマークがスーッと消きえていく。

　それを見みてフシギは複ふく雑ざつな表ひょう情じょうを顔かおに浮うかべた。
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「また、誰だれかに呼よばれたような気きがしたの」

　朝あさ。

　小しょう学がく４年ねん生せいの芹せり沢ざわ里り乃のは、リビングのテーブルで朝ちょう食しょくを食たべながら、両りょう親しんにそう言いった。

「それって、いつものあの夢ゆめかい？」

　向むかい側がわの席せきに座すわる父ちち親おやが、里り乃のにたずねる。

　最さい近きん、里り乃のは毎まい日にちのように変へんな夢ゆめを見みていた。

　暗くら闇やみの中なかで誰だれかが里り乃のにむかって、「こっちへ来くるんだ」と言いって手てを伸のばすのだ。

「寝ねる前まえに怖こわい本ほんでも読よんだんでしょ」

　母はは親おやが、淹いれたてのコーヒーをテーブルに置おきながら笑わらう。

「そんなの読よんでないよ」

「まあ、そういうのはあんまり気きにしないほうがいいよ」

　父ちち親おやは、コーヒーを一ひと口くち飲のむと、里り乃のの顔かおを見みた。




「そんなことより、パーティーの準じゅん備びをしなくちゃね」




　今日きょうは里り乃のの誕たん生じょう日びで、午ご後ごからパーティーをする予よ定ていになっていた。

「美み亜あ希きちゃんたちがきてくれるなんて、うれしいわね」

「え、あ、うん、とっても楽たのしみ」

　誕たん生じょう日びパーティーには、クラスの友とも達だちが５人にんもきてくれることになっていた。

「みんなのために、お母かあさんがおいしいお料りょう理り作つくるわね」

「お父とうさんも、みんなに喜よろこんでもらえるように部へ屋やの飾かざりつけをするよ」

　父ちち親おやと母はは親おやがにっこりと笑わらう。

「じゃあ、私わたしはええっと、そうだ、ジュースがなかったよね？」

　里り乃のは、飲のみ物ものが切きれていたことを思おもい出だし、朝ちょう食しょくを食たべ終おわったら買かいに行いくことにした。




（みんなきてくれて、うれしいなあ）

　朝ちょう食しょく後ご。

　里り乃のは近きん所じょのスーパーに向むかっていた。

　今日きょうは休きゅう日じつで、朝あさから晴はれている。

（みんなにお祝いわいしてもらえるなんて、初はじめてだもんね）

　いつもは両りょう親しんとだけ誕たん生じょう日びを祝いわっていた。

　そのことを特とくにさびしいと思おもったことはなかったが、友とも達だちがきてくれることになって、いつも以い上じょうに楽たのしい気き分ぶんになっていた。

（こんなことなら、スイミングスクールの友とも達だちも誘さそえばよかったなあ）

　そう思おもいながら、里り乃のはふと、美み亜あ希きたちのことを思おもい出だした。

（だけど、何なんだか美み亜あ希きちゃんたちと会あうの、久ひさしぶりのような気きがするよね……？）

　昨日きのうまで、普ふ通つうに学がっ校こうで美み亜あ希きたちと楽たのしくおしゃべりをしていた。

　それなのに、ずいぶんと会あっていないような気きがしたのだ。

（何なんでだろう？）

　理り由ゆうがさっぱり分わからない。

（だけど、まっいっか。もうすぐ会あえるもんね）

　気きにしても仕し方かたがない。

　今いまは、誕たん生じょう日びパーティーでみんなと楽たのしく過すごすことのほうが重じゅう要ようだ。

　やがて里り乃のは、国こく道どうにある交こう差さ点てんを渡わたると、商しょう店てん街がいにある小ちいさなスーパーに到とう着ちゃくした。




「やあ、里り乃のちゃん、いらっしゃい」




　店てん員いんのおじさんとは顔かおなじみで、会あうといつも挨あい拶さつをしてくれる。

「今日きょうは何なにを買かうんだい？」

「ジュースを買かおうと思おもってるの」

　里り乃のは、店みせの奥おくにあるジュースが置おかれた棚たなにやって来くると、どれがいいか選えらびはじめた。

（コーラとサイダーは絶ぜっ対たい必ひつ要ようだよね。オレンジとグレープもほしいよね）

　母はは親おやに財さい布ふを渡わたされ、何なん本ぼん買かってもいいと言いわれた。

　だが、さすがに２リットルサイズのペットボトルを４本ほんもカゴに入いれると、かなり重おもたい。

　里り乃のは１本ぽん返かえそうと思おもったが、首くびを横よこに大おおきく振ふった。

（せっかく美み亜あ希きちゃんたちがきてくれるんだから、重おもくてもこれぐらいあったほうがいいよね）

　里り乃のは頑がん張ばって持もって帰かえることを決きめると、カゴをレジに置おいた。

　すると、店てん員いんのおじさんがにっこりと笑わらった。




「いっぱい買かったねえ。これから誕たん生じょう日びパーティーだもんね」




「えっ？」

　里り乃のは戸と惑まどいながら、笑えみを浮うかべるおじさんのほうを見みた。

「どうしてそのことを知しってるの？」

　これから誕たん生じょう日びパーティーをすることは、おじさんには言いっていない。

「あ、ああ～、昨日きのう、里り乃のちゃんのお母かあさんから聞きいたんだよ」

「そうなんだ」

　母はは親おやはいつもこのスーパーで食しょく材ざいを買かっている。

　今日きょうのパーティーの食しょく材ざいもここで購こう入にゅうしたのだろう。

（も～、おじさんにまで言いわなくていいのに）

　何なんだか気き恥はずかしい。

　里り乃のは早はやく会かい計けいをすまそうと、ポケットから財さい布ふを出だそうとした。

　そのとき、何なに気げなく顔かおを上あげると、入いり口ぐちの自じ動どうドアが視し界かいに入はいった。

　ガラス張ばりになった入いり口ぐちのドアのむこうに、ひとりのお兄にいさんが立たっている。




　お兄にいさんは里り乃ののほうを見みながらにっこりと笑わらい、なぜか両りょう手ての甲こうを激はげしく叩たたいていた。




「拍はく手しゅ……？」

　それにしては、あまりにも奇き妙みょうなしぐさだ。

　里り乃のは何なんだかその拍はく手しゅに不ぶ気き味みさを感かんじた。

「里り乃のちゃん、お会かい計けいいいかな？」

　ふと、店てん員いんのおじさんがたずねてくる。

「えっ、あ」

　里り乃のはおじさんのほうを見みた。

「どうしたんだい？」

「ええっと、入いり口ぐちに変へんなお兄にいさんが立たってて」

「お兄にいさん？」

　店てん員いんのおじさんは入いり口ぐちを見みながら首くびをひねった。




「お兄にいさんなんて、どこにいるんだい？」




「どこって」

　里り乃のが入いり口ぐちを見みるが、いつの間まにかお兄にいさんはいなくなっていた。

「さっき、私わたしのほうを見みて変へんな拍はく手しゅをしてたんだけど」

「何なにかの見み間ま違ちがいだよ」

「え、あ、そ、そうかも……」

　里り乃のは戸と惑まどいながらも、とりあえずジュースを購こう入にゅうすることにした。

「誕たん生じょう日びパーティー楽たのしんでね」

「うん、ありがとう」

　里り乃のはジュースを持もって店みせから出でた。

　その瞬しゅん間かん、目めの端はしに、ちらりと店てん員いんのおじさんの姿すがたが映うつった。




　おじさんはなぜか、激はげしく両りょう手ての甲こうで拍はく手しゅをしていた。

　その顔かおは、先さきほどのお兄にいさんと同おなじように、里り乃ののほうを見みながらにっこりと笑わらっている。
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「どうして??」

　店みせに入はいっておじさんに拍はく手しゅをしている理り由ゆうをたずねようと思おもったが、何なんだか入はいるのが怖こわい。

　里り乃のは、逃にげるようにその場ばから立たち去さった。
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（あれは一いっ体たい何なんだったの……？）

　早はや足あしで歩あるきながら、里り乃のはおじさんたちがしていた変へんな拍はく手しゅのことを思おもい出だしていた。

　あのような拍はく手しゅは今いままで見みたことがない。

　そもそも拍はく手しゅなのだろうか？

　ただ腕うでの体たい操そうをしていただけかもしれない。

（ああいう体たい操そうが流行はやっているのかも）

　里り乃のはそう思おもいながら、国こく道どうの交こう差さ点てんまでやって来くると、赤あか信しん号ごうで立たち止どまった。




「あれ？」




　交こう差さ点てんのむこうに、数すう人にんの人ひとたちが信しん号ごう待まちをしている。

　みんな、なぜかこっちをじっと見みていた。

（どうして見みてるの？）

　まわりを見みるが、こちら側がわで信しん号ごう待まちをしているのは里り乃のだけだ。

　変かわった物ものも特とくにない。

　瞬しゅん間かん、大おおきなトラックが目めの前まえの交こう差さ点てんを通とおりすぎ、むこう側がわにいる人ひとたちの姿すがたが一いっ瞬しゅん隠かくれた。

　そしてふたたび、彼かれらの姿すがたが見みえた。

　その姿すがたを見みて、里り乃のは思おもわず「あっ」と声こえをもらした。




　みんなが、里り乃ののほうを見みながらにっこりと笑わらい、両りょう手ての甲こうで拍はく手しゅをしていたのだ。




　信しん号ごうが青あおに変かわった。

　彼かれらは笑え顔がおのまま両りょう手ての甲こうで拍はく手しゅをしながら、ゆっくりと里り乃ののほうに近ちかづいて来くる。

「嫌いやっ！」

　里り乃のはあわてて近ちかくの路ろ地じへと走はしった。




（あれは体たい操そうなんかじゃない！）

　みんな、里り乃のにむかって拍はく手しゅをしていた。

　スーパーの外そとにいたお兄にいさんも、信しん号ごう待まちをしていた人ひとたちも、まったく知しらない人ひとだ。

（それなのに、どうして私わたしに??）

　頭あたまが混こん乱らんする。

　何なんだか怖こわい。

　やがて、先さきほどの交こう差さ点てんからかなり離はなれた場ば所しょまでやってきた里り乃のは、ようやく国こく道どうに出でることができた。

　ペットボトルが４本ほんも入はいった袋ふくろを持もっているので、腕うでが痛いたい。

　走はしったせいでかなり疲つかれた。

　里り乃のは荒あらく息いきをしながら、先さきほどの人ひとたちがいないことを確かく認にんすると、早はや足あしで国こく道どうを渡わたった。




「里り乃のちゃん」




　突とつ然ぜん、背はい後ごから声こえがした。

「きゃっ」

　里り乃のは思おもわず身み構がまえる。

「どうしたの？」

「えっ……？」

　聞きき覚おぼえのある声こえだ。

　里り乃のが後うしろに顔かおをむけると、そこには美み亜あ希きと数すう人にんの女おんなの子こたちが立たっていた。

「美み亜あ希きちゃん、みんな！」

　みな、誕たん生じょう日びパーティーにきてくれるメンバーだ。

「里り乃のちゃん、そんなに慌あわててどうしたの？」

「今いま、変へんな人ひとたちがいて」

「変へんな人ひとたち？」

　美み亜あ希きたちは周まわりをキョロキョロと見みた。

「そんな人ひとたち、どこにもいないよ」

「ええっと、それは」

　里り乃のは説せつ明めいをしようと思おもったが、それよりも早はやく美み亜あ希きがしゃべった。

「私わたしたち、今いまから里り乃のちゃんのお家うちに行いこうと思おもってたんだ」

「今いまから？」

　今いまはまだ午ご前ぜん中ちゅうだ。

「誕たん生じょう日びパーティーは午ご後ごからだよ？」

「うん、そうだけど待まちきれなくて」

　美み亜あ希きがそう言いうと、ほかの女おんなの子こたちも大おおきくうなずいた。

「早はやく、里り乃のちゃんのことお祝いわいしたくて」

「そうそう、待まちに待まったパーティーだもんね」

「美み亜あ希きちゃん、みんな……」

（美み亜あ希きちゃんたちがそんなに楽たのしみにしてくれてたなんて……）

「何なんだかうれしい」

　里り乃のは思おもわず笑え顔がおになった。

　そんな里り乃のを見みて、美み亜あ希きたちもほほ笑えむ。

「あっ、私わたしたちがジュース持もつよ」

「え、悪わるいよ」

「何なに言いってるの。今日きょうの主しゅ役やくは里り乃のちゃんでしょ！」

　美み亜あ希きは笑え顔がおで言いうと、ペットボトルの入はいった袋ふくろを手てに取とった。

「ありがとう！」

　先さきほどまで怖こわがっていたのが噓うそのようだ。

　里り乃のは、ホッと息いきを吐はいた。

　そのとき──、




「こっちへ来くるんだ」




　かすかに、声こえが聞きこえた。

「今いまのは？」

　男おとこの子この声こえだ。

　里り乃のは周まわりを見みるが、美み亜あ希きたち以い外がい誰だれもいなかった。

「里り乃のちゃん、どうしたの？」

「男おとこの子この声こえが聞きこえたの」

「ええ？　そんなの聞きこえなかったよ」

　美み亜あ希きの言こと葉ばに、ほかの女おんなの子こたちもうなずく。

「気きのせい、だったのかな……？」

「そうだと思おもうよ。ほらっ、早はやくお家うちに行いこう」

「あ、うん」

　里り乃のは声こえが妙みょうに気きにかかりながらも、美み亜あ希きたちとともに家いえへ帰かえることにした。
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「あら、いらっしゃい」

　家いえの玄げん関かんのドアを開あけると、母はは親おやが笑え顔がおで出で迎むかえてくれた。

「待まちきれなくてもうきちゃいました」

「あらあら。だけどその気き持もちは分わかるわ」

　里り乃のの母はは親おやは笑え顔がおで美み亜あ希きたちを家いえに招まねき入いれた。

「お母かあさん、お料りょう理りもうできてるの……？」

　里り乃のは小こ声ごえで母はは親おやにたずねる。

　先さきほど、里り乃のがジュースを買かいに行いったときには、母はは親おやはまだ料りょう理りを作つくっていなかった。

　おそらく、全ぜん然ぜんできていないだろう。

　しかし、母はは親おやは「大だい丈じょう夫ぶよ」と笑わらった。




「お料りょう理りはできてないけど、ケーキはもうできてるわ」




「えっ、そうなの？」

　いつの間まに作つくったのだろう？

　スーパーに行いっているわずかな間あいだに、ケーキを作つくることなど可か能のうなのだろうか？

　里り乃のがそう思おもいながらリビングにやって来くると、父ちち親おやがテーブルの前まえに立たっていた。

「やあみんな、よくきたねえ」

「おじさん、ごめんなさい、待まちきれなくて」

「いやあ、その気き持もちは分わかるよ。おじさんも朝あさからずっとソワソワしているからねえ」

「え、お父とうさん、そうだったの？」

　父ちち親おやはたしかにパーティーをとても楽たのしみにしているようだ。

「さあ、さっそく誕たん生じょう日びパーティーをはじめましょう」

　母はは親おやはそう言いうと、キッチンから大おおきな誕たん生じょう日びケーキを持もってきた。

「わあ、そんな大おおきなケーキを作つくったの？」

「ええ、だってお母かあさん、今日きょうを楽たのしみにしていたのよ」

　母はは親おやはテーブルにケーキを置おいた。

　だがそれを見みて、里り乃のは目めを丸まるくした。




　ケーキの真まん中なかに、火ひのついたローソクが、なぜか１本ぽんだけ立たっていたのだ。




「お母かあさん、これ何なに？」

　いつも家いえでお祝いわいするときは、ローソクを年ねん齢れいの数かずだけ挿さしていたはずだ。

「ローソクがなかったの？」

　里り乃のは母はは親おやに聞きくが、母はは親おやはにっこりと笑わらっているだけだった。

「まあ、いいじゃないか。里り乃の、早はやくローソクの火ひを消けして」

　父ちち親おやがにっこりと笑わらいながら里り乃のに言いう。

「でも……」

「里り乃のちゃん、早はやく！」

「うんうん、早はやく早はやく！」

　美み亜あ希きたちもにっこりと笑わらって、急せかすように言いう。

「う、うん、分わかったよ……」

（何なんだかみんな変へんだけど、美み亜あ希きちゃんたちがせっかくきてくれたんだもんね……）

　里り乃のはケーキに身体からだを近ちかづけると、ローソクの火ひにむかって息いきを吹ふきかけた。




　シュッ




「おめでとう!!」

　ローソクの火ひが消きえると同どう時じに、みんなが笑え顔がおで里り乃のを見みる。

　そして、拍はく手しゅをした。

　だがそれは──、




　両りょう手ての甲こうを激はげしく叩たたく拍はく手しゅだった。




「どうしてその拍はく手しゅを??」

　里り乃のは驚おどろきながらたじろぐ。

　瞬しゅん間かん、胸むねが急きゅうに苦くるしくなった。

「ああっ！」

　里り乃のは胸むねを押おさえてよろめく。

　そんな里り乃のをみんなは助たすけることなく、にっこりと笑わらいながら近ちかづいて来くる。




　パチパチパチ　パチパチパチ




　みんなにっこりと笑わらい、両りょう手ての甲こうを叩たたいて拍はく手しゅをしている。

「お、お母かあさん、お父とうさん……」

　近ちかづいてくる母はは親おやたちを不ぶ気き味みに思おもい、里り乃のは苦くるしみながらも離はなれる。

　すると、リビングの窓まどの外そとに、誰だれかがいることに気きづいた。

　スーパーの店てん員いんのおじさんや、自じ動どうドアの外そとにいたお兄にいさん、それに交こう差さ点てんにいた人ひとたちだ。




　彼かれらは、里り乃のを見みながらにっこりと笑わらい、激はげしく両りょう手ての甲こうで拍はく手しゅをしていた。




　パチパチパチパチパチパチパチパチパチ




「助たす……けて」

　母はは親おやたちは何なにも答こたえず、両りょう手ての甲こうで拍はく手しゅをしながら笑え顔がおで里り乃のを取とり囲かこむ。

　里り乃のはあまりの苦くるしさで、その場ばに崩くずれ落おちそうになった。

[image: ]




「こっちへ来くるんだ！」




　突とつ然ぜん、男おとこの子この声こえが響ひびいた。

「このままでは死しぬことになるぞ！」

　その言こと葉ばに、里り乃のはハッとする。




「手てを伸のばせ!!」




　里り乃のは最さい後ごの力ちからをふり絞しぼり、無む我が夢む中ちゅうで天てんにむかって手てを伸のばした。




　瞬しゅん間かん、里り乃のは目めを覚さました。




　見みると、そこは病びょう院いんのベッドの上うえだった。

　目めの前まえに、赤あかいフードをかぶった少しょう年ねんが立たっている。

「どういうこと……？」

　上じょう半はん身しんを起おこしながら、里り乃のがつぶやく。

　すると、少しょう年ねんの服ふくの中なかに入はいっていた黄き色いろいフードをかぶった犬いぬがしゃべった。




「いやあ目めを覚さましてよかった。もうちょっとで死しぬとこやったんやで」




「犬いぬがしゃべった！」

「俺おれは犬いぬやない。人じん面めん犬けんのジミーや。そして、こいつはフシギ」

　ジミーがそう言いうと、フシギが口くちを開ひらいた。




「キミは『裏うら拍はく手しゅ』の呪のろいにかかって、意い識しきを失うしなって病びょう院いんに運はこび込こまれたんだ」




「裏うら拍はく手しゅ……。どこかで聞きいたような気きがするけど」

「こういうやつや」

　ジミーは、短みじかい前まえ脚あしを伸のばし、両りょう脚あしの甲こうを叩たたくふりをした。
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「ああ！」

　先さきほど見みた不ぶ気き味みな拍はく手しゅだ。




「裏うら拍はく手しゅの呪のろいをかけられた者ものは、死し者しゃの世せ界かいに招まねかれ、３日か後ごに死しんでしまう。キミにとって、今日きょうがその３日か目めだったんだ」




「えっ……」

「あいつら、君きみの命いのちのローソクを消けさせて、そのまま命いのちを奪うばうつもりやったんやで」

「ローソク……」

　里り乃のは先さきほどの体たい験けんが死し者しゃの世せ界かいの出で来き事ごとで、ケーキに挿さしていたローソクが自じ分ぶんの命いのちのローソクであったことに気きづいた。

　あのままあの世せ界かいにいたら、死しんでしまっていたのだ。

「そんな……」

　里り乃のはあまりの恐おそろしさに身体からだを震ふるわせる。

　そんな里り乃のに、ジミーは優やさしく笑えみを浮うかべた。

「やけど、フシギが必ひっ死しに呼よびかけたおかげで助たすかったんやで」

「呼よびかけた？　あの声こえはお兄にいちゃんの声こえだったの……？」

　フシギは小ちいさくうなずくと、里り乃のをじっと見みつめた。




「キミは、裏うら拍はく手しゅの噂うわさをどこで聞きいたんだい？」




「噂うわさ……、あっ！」

　里り乃のは、通かよっているスイミングスクールの友とも達だちからその話はなしを聞きいたことを思おもい出だした。

「その子こも危き険けんやな。フシギ、助たすけに行いくで」

　ジミーがそう言いうと、フシギはドアのほうへ歩あるきはじめる。

　だがふと立たち止どまり、わずかに里り乃ののほうを見みた。




「裏うら拍はく手しゅの話はなしは絶ぜっ対たいにしてはいけない。噂うわさをすれば、裏うら拍はく手しゅの呪のろいが再ふたたび現あらわれてしまう」




「再ふたたび現あらわれる……」

　里り乃のはごくりとつばを飲のみ込こんだ。

　そのとき、ドアが開ひらいた。

　そこには、面めん会かいにやってきた父ちち親おやと母はは親おやの姿すがたがあった。

「里り乃の!!」

　目めを覚さましている里り乃のを見みて、父ちち親おやたちはあわてて病びょう室しつに駆かけ込こむ。

　フシギはそんな彼かれらを横よこ目めで見みながら、部へ屋やから出でて行いった。

「無ぶ事じ助たすけられてよかったな」

　ジミーは、里り乃のを救すくえたことを喜よろこんだ。

　しかしフシギは、廊ろう下かを歩あるきながら険けわしい表ひょう情じょうになっていた。

「たとえ、この町まちの裏うら拍はく手しゅの呪のろいを回かい収しゅうできたとしても、またどこかの町まちで現あらわれてしまう」

「でも、こうやって人ひと助だすけをしていれば、手て帳ちょうの力ちからもきっと戻もどってくるやろう」

　ジミーはフシギを励はげましたかったし、自じ分ぶんもそう信しんじたかった。

　するとフシギは立たち止どまった。

　そして複ふく雑ざつな表ひょう情じょうで、ポケットから手て帳ちょうを出だして見みつめた。

「人ひとを助たすけていけば、もしかしたら、手て帳ちょうの力ちからが戻もどってくるかもしれない。でも、違ちがうんだ」

「違ちがう……？」

「誰だれかが僕ぼくにそうさせてるんだ」

「誰だれかって、まさかあの青あおい傘かさか？」

「そうじゃない」

「それじゃあヒミツか？」

「いや、それも違ちがう。だけど誰だれかが……」

「フシギ……」

　こんなに奇き妙みょうなことを言いうフシギは初はじめてだ。

　ジミーは、上手うまく答こたえることができない。

　フシギはそんなジミーをよそに、自じ分ぶんで自じ分ぶんを理り解かいできない表ひょう情じょうで、手て帳ちょうをしまうのだった。
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（今日きょうも何なにも手てがかりがなかった）

　夕ゆう方がた。

　雷らい太たは白しろいロードバイクに乗のって道どう路ろを走はしっていた。

　その表ひょう情じょうは暗くらい。

　朝あさから『青あおい傘かさ』や『くねくね』について手てがかりを探さがしていたが、何なにも見みつけることができなかったのだ。




　ブー　ブー　ブー




　腰こしにつけた革かわ製せいの白しろいバッグの中なかでスマホが震ふるえた。

　雷らい太たはコンビニの前まえでロードバイクを止とめると、スマホを取とり出だして画が面めんを見みた。

　沙さ知ち子こからメッセージが届とどいている。

『今こん夜や、ウチで焼やき肉にくをするんだけど、一いっ緒しょに食たべましょ』

　肉にくをおいしそうに食たべる女おんなの子このスタンプもついている。

「焼やき肉にくかあ」




　グゥゥ～




　想そう像ぞうするとお腹なかが鳴なった。

　今日きょうは昼ひる間まにパンしか食たべていないので、かなりお腹なかが減へっている。

　最さい近きん、沙さ知ち子こはよく食しょく事じに招まねいてくれる。

　沙さ知ち子この母はは親おやが作つくった料りょう理りはいつもどれもおいしい。

　妹いもうとの沙さ彩あやも懐なついてくれている。

　雷らい太たは沙さ知ち子この家いえに行いくたびに、心こころを休やすめることができた。

　だが、沙さ知ち子こと沙さ彩あやが楽たのしそうにしゃべっている姿すがたを見みるたびに、あることを思おもい出だしてしまう。

　それは、捺なつ奈なのことである。

（今いま頃ごろ、捺なつ奈なはどこで何なにをしているんだろう？）

　意い識しきを失うしなったまま、異い空くう間かんに囚とらわれているのだろうか？

　それとも、早はやく家いえに帰かえりたいと泣ないているのかもしれない。

（僕ぼくは、ほんとに捺なつ奈なを見みつけ出だすことができるのかな……）

　フシギでさえ、未いまだに妹いもうとのヒミツを助たすけることができないでいる。

　雷らい太たには、都と市し伝でん説せつを感かんじる力ちからと、怪かい物ぶつや怪かい人じんの動うごきを少すこしだけ止とめることができるお札ふだがあるが、役やくに立たっているとは言いい難がたい。

　都と市し伝でん説せつに関かかわれば関かかわるほど、雷らい太たは自じ分ぶんの無む力りょくさを痛つう感かんしていた。

「はあ～、どうすればいいんだ」

　雷らい太たは、大おおきなため息いきをついた。




「何なんだよその話はなし。怖こわすぎるんだけど」




　コンビニの入いり口ぐちの横よこに、２人ふたりの中ちゅう学がく生せいの男おとこの子こが座すわっていた。

　２人ふたりともお菓か子しを食たべている。

　ジャージ姿すがたでラケットを入いれたケースを横よこに置おいているので、おそらく部ぶ活かつ帰がえりにお腹なかが減へってコンビニに寄よったのだろう。

　背せの高たかい男おとこの子こは驚おどろいた様よう子すで、隣となりに座すわっている男おとこの子こを見みていた。

「で、その話はなし、ほんとなのか？」

「それは分わからないよ。試ためす勇ゆう気きなんかないし」




「だけど怖こわいよな。『噂うわさをしただけで都と市し伝でん説せつが実じっ際さいに現あらわれる』なんて」




「えっ!?」

　雷らい太たは思おもわず大おおきな声こえを出だした。
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　男おとこの子こたちはその声こえに気きづき、雷らい太たのほうに顔かおを向むけた。

「あ、ええっと、何なんでもないです」

　雷らい太たは頭あたまをペコリと下さげると、あわててロードバイクを漕こぎ出だした。

　道どう路ろを走はしりながら、先さきほど男おとこの子こが言いった言こと葉ばを思おもい出だす。

　噂うわさをしただけで都と市し伝でん説せつが実じっ際さいに現あらわれる。

（そうだ、そうだった）

　以い前ぜん、骨ほね食くいじじいに襲おそわれたとき、フシギも「都と市し伝でん説せつは消きえてもまた具ぐ現げん化かする。おそらく、その噂うわさをするだけで、どんな町まちにでも」と言いっていたのだ。

（それってつまり、くねくねの噂うわさをすれば、この町まちに現あらわれるってことだよね？）

「捺なつ奈な、ついにお前まえを見みつけ出だす方ほう法ほうが分わかったよ！」

　雷らい太たは笑えみを浮うかべると、大おおきくうなずいた。
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「お母かあさん、ウチにベビーカーってまだあったかな？」

　夕ゆう方がた。

　学がっ校こうから帰かえってきた中ちゅう学がく２年ねん生せいの倉くら西にし雅まさ紀きは、リビングに駆かけ込こむと、開かい口こう一いち番ばんそう言いった。

「ベビーカー？　たしか妃ひ奈な子こが使つかってたのが物もの置おきにあったと思おもうけど」

　ソファーに座すわり、テレビを見みていた母はは親おやが答こたえた。

　すると、隣となりに座すわっていた小しょう学がく５年ねん生せいの妹いもうとの妃ひ奈な子こが、雅まさ紀きを見みた。

「なあに、お兄にいちゃん、また動どう画がを撮とるの？」

「撮とっちゃ悪わるいのかよ？」

「別べつに悪わるくないけど、もうやめたら。お兄にいちゃんの動どう画が、全ぜん然ぜん再さい生せい数すうないじゃん」

　雅まさ紀きは半はん年としほど前まえから、動どう画がをサイトにアップしていた。

　きっかけは、クラスメイトの男おとこの子こが動どう画がをアップして、それがサイトで人にん気きになったからだ。

　その男おとこの子こは雅まさ紀きと同どう様ように、どちらかといえばクラスで目め立だたない存そん在ざいだった。

　だが、学がっ校こういちの人にん気き動どう画が配はい信しん者しゃという称しょう号ごうを得えて、クラスでも人にん気き者ものになったのだ。

　僕ぼくだって、人にん気き者ものになりたい。

　雅まさ紀きはそんな思おもいで動どう画がをアップするようになったが、再さい生せい回かい数すうはまったく伸のびなかった。

「今こん度どこそ人にん気き動どう画がになるはずだから」

　雅まさ紀きは、リビングに置おいてあった自じ分ぶん用ようのスマホを手てに取とると、物もの置おきがある庭にわへと向むかった。

（今いままでは他ほかの人にん気き動どう画がのマネばかりしていたのがいけなかったんだよね）

　誰だれもやったことがないこと。

　そして、インパクトがあること。

　人にん気き動どう画がになるためにはそれが必ひつ要ようだった。

　物もの置おきにやってきた雅まさ紀きは、扉とびらを開あけて中なかを探さぐる。

　ホコリだらけで物ものが乱らん雑ざつに積つまれているが、いちばん奥おくに畳たたまれたベビーカーが置おいてある。

「やった！」

　雅まさ紀きは引ひきずり出だすようにベビーカーを物もの置おきから出だすと、使つかえるかどうかをチェックした。

　どこも壊こわれていない。どうやらちゃんと使つかえるようだ。




「よし、これなら実じっ験けんができる！」




「実じっ験けん??」

　見みると、いつの間まにか後うしろに妃ひ奈な子こが立たっていた。

「お兄にいちゃん、そんな物ものを使つかって何なんの実じっ験けんをするの？」

「妃ひ奈な子こには関かん係けいないだろ」

「ええ～、教おしえてよ」

「実じっ験けんが成せい功こうすれば、教おしえなくても知しることになると思おもうぞ」

　雅まさ紀きはそう言いうと、にやりと笑わらった。

　今こん回かいの動どう画がにはそれだけ自じ信しんがあったのだ。

「お母かあさんには晩ばん御ご飯はんは後あとで食たべるって言いっておいて」

　雅まさ紀きは、意い味みが分わからずキョトンとしている妃ひ奈な子こを放ほうって、ベビーカーを持もつと家いえから出でて行いった。




（僕ぼくも絶ぜっ対たい人にん気き者ものになれる！）

　雅まさ紀きは実じっ験けんを行おこなう河か川せん敷しきへと向むかいながら、持もっているベビーカーを見みた。

（これできっと呼よび出だすことができるはずだ）

　今日きょうの昼ひる休やすみ、雅まさ紀きはクラスメイトからあることを聞きいた。

　それは、都と市し伝でん説せつの話はなしをすると、怪かい物ぶつや怪かい人じんが本ほん当とうに現あらわれるという噂うわさである。

　誰だれも実じっ際さいに試ためしてみようとは言いわなかったが、雅まさ紀きは動どう画がの配はい信しんのネタに使つかえると思おもったのだ。

　雅まさ紀きは数すう年ねん前まえ、田舎いなかにある祖そ父ふ母ぼの家いえに行いったとき、親しん戚せきのお兄にいさんから、ある都と市し伝でん説せつを聞きいた。




『呪のろわれた赤あかん坊ぼう』




　夜よる、誰だれもいない場ば所しょにベビーカーを置おいておくと、死しんだ赤あかん坊ぼうの霊れいが現あらわれ、泣なき出だすというのだ。

（本ほん当とうに現あらわれるかどうか分わからないけど、やってみる価か値ちはあるよね）

　実じっ際さいに呪のろわれた赤あかん坊ぼうが現あらわれたら、大おおきな話わ題だいになって、学がっ校こうで人にん気き者ものになれるだろう。

　学がっ校こういちの人にん気き動どう画が配はい信しん者しゃという称しょう号ごうは、雅まさ紀きのものだ。

　雅まさ紀きはふと、立たち止どまった。

（そうだ、今いまからみんなに噂うわさを流ながさなきゃ）

　噂うわさを流ながすことによって、呪のろわれた赤あかん坊ぼうが現あらわれるはずなのだ。

　雅まさ紀きはスマホを取とり出だすと、クラスのグループチャットを開ひらいた。

　そして、メッセージを打うち込こんだ。




『ねえ、『呪のろわれた赤あかん坊ぼう』って都と市し伝でん説せつ、知しってる？』




　雅まさ紀きはその内ない容ようを次つぎ々つぎとメッセージに書かいた。

　そして最さい後ごに、動どう画がを撮とることも伝つたえることにした。

『今いまから河か川せん敷しきで動どう画がを撮とるね。みんな期き待たいしててね！』

「これでよしと」

　雅まさ紀きは、明日あした学がっ校こうでみんなにチヤホヤされている自じ分ぶんの姿すがたを想そう像ぞうしながら、ふたたび歩あるき出だした。
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「雷らい太たくん、どうしたの？」

　沙さ知ち子こは家いえのリビングで焼やき肉にくを食たべながら、向むかい側がわの席せきに座すわっている雷らい太たを見みた。

　おいしそうな肉にくや野や菜さいがホットプレートの上うえで食たべごろになっている。

　だが、雷らい太たはまったく箸はしを動うごかそうとしなかったのだ。

「なあ、沙さ知ち子こ。また雷らい太たくんを夕ゆう食しょくに誘さそったのかい……？」

　父ちち親おやが小こ声ごえで沙さ知ち子こにたずねる。

「うん、お腹なかすかせてると思おもったから」

「それにしては、毎まい週しゅうのように誘さそってるわよね？」

　母はは親おやが呆あきれながら言いうと、沙さ知ち子こは「別べつにいいでしょ」と答こたえた。

「困こまっているときは助たすけ合あう。お腹なかがすいてたらご馳ち走そうする。当とう然ぜんのことでしょ」

「そ、それはまあ」

　沙さ知ち子この言こと葉ばに、両りょう親しんは苦にが笑わらいを浮うかべるしかなかった。

　一いっ方ぽう、沙さ彩あやは食しょく事じが進すすまない雷らい太たをジロジロと見みていた。

「雷らい太たお兄にいちゃん、来くる途と中ちゅうにお菓か子しでも食たべちゃったんでしょう？」

　沙さ彩あやはそう言いって明あかるく笑わらう。

「えっ、いや、そうじゃないんだけど」

「じゃあ、焼やき肉にく嫌きらいなのかな？」

「ううん、大だい好すきだよ」

　雷らい太たは空くう腹ふくなのも忘わすれて、くねくねを呼よび出だすことばかり考かんがえていた。

　すると、バンッと大おおきな音おとが鳴なった。

　沙さ知ち子こがわざと音おとを立たててコップをテーブルに置おいたのだ。




「雷らい太たくん、何なにを悩なやんでいるのか正しょう直じきに私わたしに話はなして！」




「さ、沙さ知ち子こちゃん……？」

　沙さ知ち子こは怒おこった表ひょう情じょうで雷らい太たをじっと見みていた。

「お姉ねえちゃん、どうしたの？」

「雷らい太たお兄にいちゃんがね、私わたしのこと全ぜん然ぜん信しん頼らいしてくれてないの」

「信しん頼らいって」

　沙さ知ち子こには感かん謝しゃもしているし、信しん頼らいし、仲なか間まだと思おもっている。

　雷らい太たはそのことを言いおうと思おもったが、そのとき、沙さ知ち子このスマホが鳴なった。

「沙さ知ち子こ、食しょく事じ中ちゅうはスマホを置おいておきなさいっていつも言いってるでしょ」

「分わかってる。だけどちょっとだけ」

　沙さ知ち子こは、届とどいたメッセージを確かく認にんした。




「えっ？」




「どうしたの、沙さ知ち子こちゃん？」

　雷らい太たがたずねると、沙さ知ち子こは険けわしい表ひょう情じょうになって顔かおをあげた。

「隣となりのクラスの琴こと弓みちゃんからメッセージがきたんだけど、クラスの男おとこの子こが都と市し伝でん説せつの噂うわさを送おくってきたらしいの。しかも、今いまから実じっ際さいに現あらわれるかどうかを撮さつ影えいするみたい」

「えええ??」

　沙さ知ち子こは立たち上あがると、壁かべに立たてかけていた竹刀しないを手てに取とった。

「お母かあさん、ちょっと出でかけて来くる！」

　沙さ知ち子こは雷らい太たのほうを見みる。

「雷らい太たくんも早はやく！」

「え、あ、ああ！」

　雷らい太たもあわてて立たち上あがった。




　　　　[image: ]




　日ひが落おち、夜よるになった。

　河か川せん敷しきにきた雅まさ紀きは、周まわりに誰だれもいないことを確かく認にんすると、スマホのカメラを自じ分ぶんの顔かおのほうに向むけた。

「みなさん、こんばんは、マサッキーです……」

　わざと怯おびえた表ひょう情じょうを作つくり、小こ声ごえで動どう画がを撮とるときの名な前まえを名な乗のった。

「今日きょうはこれから、『呪のろわれた赤あかん坊ぼう』が本ほん当とうに現あらわれるか、実じっ験けんしようと思おもいます」

　雅まさ紀きは、横よこに置おいていたベビーカーをカメラで映うつした。
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「このベビーカーを河か川せん敷しきに置おいて、僕ぼくは隠かくれて観かん察さつします。噂うわさが本ほん当とうなら、赤あかん坊ぼうの霊れいが現あらわれて泣なき出だすというのです」

　雅まさ紀きは周まわりに誰だれもいないことを説せつ明めいしながら、ベビーカーを河か川せん敷しきのちょうど真まん中なか辺あたりの場ば所しょに移い動どうさせた。

「さて、さっそく実じっ験けんを始はじめましょう」

　雅まさ紀きは少すこし離はなれた草くさむらまで移い動どうすると、隠かくれるように身みを屈かがめた。

「しばらくすると、赤あかん坊ぼうの霊れいが現あらわれるはずです」

　そう言いうと、カメラをベビーカーに向むけて息いきをひそめる。

　暗くらくなった河か川せん敷しきは、静しずまり返かえっていた。

　時ときおり、遠とおくにある鉄てっ橋きょうから、電でん車しゃが通つう過かする音おとが聞きこえて来くる。

　雅まさ紀きはその音おとを聞ききながら、ただベビーカーをカメラで映うつし続つづけた。




　やがて、10分ぷんが過すぎた。




　同おなじ体たい勢せいで身みを屈かがめているのがだんだん苦く痛つうになってきた。

　聞きこえて来くるのは鉄てっ橋きょうを通つう過かする電でん車しゃの音おとぐらいで、赤あかん坊ぼうの泣なき声ごえなどまったく聞きこえない。

「何なにも起おきないじゃん」

　雅まさ紀きはガッカリしてため息いきを漏もらす。

　しかし、すぐに動どう画がを撮とっていることを思おもい出だし、あわてて怯おびえた表ひょう情じょうを作つくった。

（このままベビーカーを撮とってるだけじゃ、退たい屈くつな動どう画がになっちゃうよね）

　仕し方かたなく、雅まさ紀きは噓うそをつくことにした。

「何なんだか、空くう気きが重おもくなったような気きがしてきました……」

　声こえを震ふるわせながら、雅まさ紀きはカメラに向むかってそう言いった。

「もしかしたら、赤あかん坊ぼうの霊れいが現あらわれたのかもしれません……」

　雅まさ紀きは立たち上あがると、ゆっくりとベビーカーに近ちかづいて行いく。

「さらに空くう気きが重おもいです。ん？　今いま、泣なき声ごえが聞きこえたような気きがします」

　雅まさ紀きは周まわりをカメラで映うつしながら、ベビーカーの前まえまでやってきた。

「もしかしたら、本ほん当とうに赤あかん坊ぼうの霊れいがここに……」

　実じっ況きょう中ちゅう継けいしながら、雅まさ紀きはベビーカーにカメラを向むけた。

　当とう然ぜん、赤あかん坊ぼうの霊れいなどいるはずがなかった。




「はあ～」




　雅まさ紀きは大おおきなため息いきをつくと、カメラを一いっ旦たん停てい止しさせた。

「これからどうしよう」

　一いち応おう怖こわい雰ふん囲い気きは出だしたものの、こんな動どう画がでは人にん気き者ものにはなれそうにない。

　そのとき、雅まさ紀きは近ちかくのショッピングモールにオモチャ屋やがあることを思おもい出だした。

（そうだ、赤あかん坊ぼうの人にん形ぎょうを買かってくればいいのかも）

　ベビーカーに人にん形ぎょうを乗のせて、それをカメラで撮とる。

　幽ゆう霊れいだと言いい張はれば、人にん気き者ものになれるかもしれない。

（映うつすのが一いっ瞬しゅんなら、人にん形ぎょうってバレないよね）

　思おもわぬ出しゅっ費ぴになるが仕し方かたがない。

（ベビーカーはこのまま置おいてても大だい丈じょう夫ぶだよね？）

　雅まさ紀きは家いえへ財さい布ふを取とりに行いこうと、河か川せん敷しきの土ど手てを駆かけ上あがった。

　そんな雅まさ紀きの前まえに、２つの影かげが立たちふさがった。




「やっと見みつけた！　倉くら西にし雅まさ紀きくんね！」




　沙さ知ち子こと雷らい太たである。

「君きみはたしか隣となりのクラスの……」

「あっ、ベビーカー！」

　沙さ知ち子こは河か川せん敷しきの真まん中なかに置おかれたベビーカーを指ゆびさした。

「雷らい太たくん！」

「あ、ああ！」

　沙さ知ち子こと雷らい太たは土ど手てを駆かけ下おり、ベビーカーへと走はしる。

「おい、何なにするんだよ！」

　雅まさ紀きもあわてて土ど手てを下おりると、２人ふたりの前まえで手てを広ひろげて制せい止しした。

「あれは僕ぼくのベビーカーだぞ！」

「そんなの分わかってるわよ！　都と市し伝でん説せつの怪かい人じんを呼よび出だすつもりだったんでしょ」

　沙さ知ち子こは琴こと弓みからそれを聞きいて止とめにきたことを話はなした。

「どうして止とめるんだよ!?」

　せっかく人にん気き者ものになれるチャンスなのだ。

　雅まさ紀きは誰だれにも邪じゃ魔まされたくなかった。

　すると、沙さ知ち子こが雅まさ紀きをにらみつけた。




「こんなこと絶ぜっ対たいしちゃいけない！　だって、都と市し伝でん説せつが現あらわれたら、みんなが不ふ幸こうになっちゃうのよ！」




「不ふ幸こう……」

　その言こと葉ばに反はん応のうしたのは、雷らい太ただった。

「都と市し伝でん説せつが現あらわれたら、みんなが不ふ幸こうに……」

　雷らい太たはつぶやくと、身体からだをワナワナと震ふるわせた。

「そうだ……、そうだよね。それなのに僕ぼくは……」

「雷らい太たくん？」

　沙さ知ち子こは隣となりで身体からだを震ふるわせる雷らい太たに戸と惑まどいを覚おぼえた。

　一いっ方ぽう、雅まさ紀きは大おおきく息いきを吐はいた。




「何なんだよまったく～。なんかしらけちゃったよ」




　このまま人にん形ぎょうを買かって動どう画がを撮とっても、上手うまくいかないような気きがする。

　何なにより、やる気きがなくなってしまった。

「もういいよ。今日きょうは帰かえる」

「ほんとに!?」

「ああ。お腹なかも減へったし、君きみにも怒おこられちゃうし、違ちがうネタを探さがしたほうがマシだよ。そもそも、呪のろわれた赤あかん坊ぼうなんて現あらわれなかったし」

　噂うわさはしょせん噂うわさなのだろう。

　雅まさ紀きは時じ間かんの無む駄だだったと思おもいながら、片かたづけをしようと、ベビーカーのほうへと歩あるいた。




　オギャァ




「えっ？」

　どこからか赤あかん坊ぼうの泣なき声ごえがした。

「今いまのって」

　雅まさ紀きは周まわりを見みるが、誰だれもいない。

　雅まさ紀きは沙さ知ち子こたちのほうを見みた。

「今いま、赤あかん坊ぼうの泣なき声ごえが聞きこえたよね？」

「え、ええ。……まさか！」

　沙さ知ち子こはハッとすると、持もっていた竹刀しないを構かまえた。

「倉くら西にしくん、こっちにきて！」

「え??」

「いいから早はやく！　都と市し伝でん説せつの怪かい人じんが現あらわれたの！」




　バタッ




　突とつ然ぜん、ベビーカーが倒たおれ、何なにかが動うごいた。

　手て足あしのある小ちいさな物ぶっ体たい。

　──赤あかん坊ぼうだ。




　オギャア　オギャア




　赤あかん坊ぼうは這はいながら、こちらに向むかって進すすんできた。

「ほんとに現あらわれた!!」

　雅まさ紀きはあわててスマホのカメラでそれを撮とろうとした。

　だがそのとき、足あし首くびに違い和わ感かんを抱いだいた。

　見みると、足あし下もとに何なにかがいる。

　もう１人ひとりの赤あかん坊ぼうだ。




　オギャア




　赤あかん坊ぼうは泣なき声ごえを上あげながら、雅まさ紀きの足あし首くびにしがみついていた。

「うわあああ！」

　雅まさ紀きはあわてて足あしを振ふって赤あかん坊ぼうを離はなすと、後うしろに下さがった。

「倉くら西にしくん！」

「沙さ知ち子こちゃん、見みろ！」

　お札ふだを構かまえながら前ぜん方ぽうを見みていた雷らい太たが叫さけぶ。

　沙さ知ち子こが前まえを見みて目めを凝こらすと、暗くら闇やみの中なかで無む数すうの何なにかが蠢うごめいている。




　それは、数かぞえきれないほどの赤あかん坊ぼうだった。




　オギャア　オギャア　オギャア




　赤あかん坊ぼうたちは沙さ知ち子こたちのほうへと向むかってきた。

「くっ、逃にげるわよ！」

　竹刀しないやお札ふだで何なんとかできる数かずではない。

　一いっ旦たん離はなれて倒たおす方ほう法ほうを考かんがえなければならない。

「あ、ああ！」

　雷らい太たと雅まさ紀きはうなずくと、土ど手てを駆かけ上あがった。

　沙さ知ち子こもそれに続つづく。

　だが、慌あわてたせいで足あしが絡からまり、バランスを崩くずした。

「きゃっ！」

　土ど手ての中ちゅう腹ふく辺あたりで転ころんでしまう。

　雷らい太たと雅まさ紀きは気きづいていないようで、すでに土ど手ての上うえに上あがってしまっている。




　オギャア　オギャア




　土ど手てを登のぼり始はじめた赤あかん坊ぼうたちが、沙さ知ち子このもとへ這はって来くる。

「嫌いやっ！」

　沙さ知ち子こは立たち上あがろうとするが、パニックになってしまい、上手うまく立たち上あがれない。

　赤あかん坊ぼうたちはそんな沙さ知ち子この目めの前まえまで迫せまると、無む数すうの手てを伸のばした。

「きゃああ！」

　そのとき、誰だれかが沙さ知ち子この手てを掴つかんだ。




「こっちへおいで」




　誰だれかはそのまま沙さ知ち子この手てを引ひっ張ぱると、土ど手てを上あがって行いく。

　沙さ知ち子こは何なんとか赤あかん坊ぼうたちに捕つかまらずにすんだ。

「あ、ありがとう、雷らい太たくん！」

　沙さ知ち子こは雷らい太たが気きづいて助たすけにきてくれたのだと思おもい、その人じん物ぶつの顔かおを見みた。

「えっ!?」

　それは、雷らい太たではなかった。




　青あおいフードをかぶった、見み知しらぬ少しょう年ねんだ。
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「危あぶなかったね。怪け我がはしてないかな？」

　少しょう年ねんは沙さ知ち子こにそう言いった。

　瞬しゅん間かん、わずかに風かぜが吹ふき、青あおいフードが脱ぬげた。

　少しょう年ねんの左ひだり目めの下したにはホクロがあり、優やさしくほほ笑えんでいる。

　しかしその目めは、なぜかまったく笑わらっていないように思おもえた。




「沙さ知ち子こちゃん!!」




　暗くら闇やみの中なかから声こえがした。

　沙さ知ち子こがいなくなったことに気きづき、雷らい太たが駆かけ寄よってきたのだ。

「よかった、沙さ知ち子こちゃん、大だい丈じょう夫ぶかい？」

「ええ、この人ひとが助たすけてくれたの」

　沙さ知ち子こは後うしろに立たっている少しょう年ねんを雷らい太たに紹しょう介かいしようとした。

　だが、少しょう年ねんはすでにいなくなっていた。

「そんな」




「ひいい!!」




　離はなれた場ば所しょから雅まさ紀きの悲ひ鳴めいが響ひびく。

「倉くら西にしくん！」

　沙さ知ち子こと雷らい太たは雅まさ紀きのもとへ走はしった。




「た、助たすけて……」




　雅まさ紀きは土ど手ての上うえの道どう路ろに倒たおれていた。

　その身体からだの上うえには、数かぞえきれないほどの赤あかん坊ぼうが乗のっている。




　オギャア　オギャア




　赤あかん坊ぼうたちが雅まさ紀きの顔かおや身体からだを覆おおっていく。

「く、苦くるしい……」

「倉くら西にしくん！」

「お前まえたちはこの世よに存そん在ざいするべきじゃない！　滅めっせよ！」

　沙さ知ち子こと雷らい太たは雅まさ紀きを必ひっ死しに助たすけようとするが、赤あかん坊ぼうの数かずが多おおすぎて助たすけることができない。




　オギャアアア




　戸と惑まどう沙さ知ち子この顔かおに、１人ひとりの赤あかん坊ぼうが張はり付つこうとする。

「きゃ！」

　沙さ知ち子こはそれをよけることができない。

「沙さ知ち子こちゃん！」

　雷らい太たは沙さ知ち子こを助たすけようとするが、間まに合あいそうになかった。




　その瞬しゅん間かん、大おおきな塊かたまりが、沙さ知ち子こに張はり付つこうとした赤あかん坊ぼうに体たい当あたりした。




　大おおきな塊かたまりは、ピタリと地じ面めんに着ちゃく地ちする。

「もう大だい丈じょう夫ぶや！」

　それは、黄き色いろいフードをかぶった人じん面めん犬けんだ。

「ジミーさん！」

　沙さ知ち子こたちが声こえをあげると、赤あかいフードの少しょう年ねんが前まえに立たった。

「フシギくん！」




「最さい初しょに赤あかん坊ぼうが現あらわれたのはどこだ？」




「最さい初しょ？　ええっと、それはベビーカーが倒たおれたときだから」

「あれか？」

　フシギは河か川せん敷しきに倒たおれているベビーカーを見みた。

　沙さ知ち子こは大おおきくうなずく。

「分わかった。もう少すこしだけ頑がん張ばるんだ」

　フシギは飛とぶように土ど手てを駆かけ下おりた。

　河か川せん敷しきにいた赤あかん坊ぼうたちが、フシギを捕つかまえようとする。

　しかし、フシギはそれらをよけると、ベビーカーに近ちかづき、真まっ赤かな手て帳ちょうを開ひらいた。

　フシギは呪じゅ文もんを唱となえる。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、ベビーカーから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　同どう時じに、赤あかん坊ぼうたちの姿すがたが消きえた。

「よかった～」

　どうやら助たすかったようだ。

　沙さ知ち子こはホッと息いきを吐はき、安あん堵どする。

　だがすぐに、雅まさ紀きを見みて険けわしい表ひょう情じょうになった。

「倉くら西にしくん、分わかったでしょ。都と市し伝でん説せつは本ほん当とうに存そん在ざいするの」

「あ、ああ」

「もしフシギくんがいなかったら、あなただけじゃない、この町まちのみんなが呪のろわれた赤あかん坊ぼうに襲おそわれていたかもしれないのよ」

「みんなが……」

　それは、両りょう親しんや妹いもうとの妃ひ奈な子こも襲おそわれるということだ。

「そんなの嫌いやだよ！」

　雅まさ紀きは自じ分ぶんのやったことの重じゅう大だいさにようやく気き付づいた。

　すると、雷らい太たがなぜか沙さ知ち子こにむかって頭あたまを下さげた。




「ごめん！　僕ぼくも彼かれと同おなじことを考かんがえていたんだ！」




「どういうこと？」

「くねくねの噂うわさをして、呼よび出だそうと思おもったんだ」

「えええ？」

「僕ぼくは自じ分ぶんが情なさけないよ。みんなに迷めい惑わくがかかることを全ぜん然ぜん考かんがえていなかった……」

　雷らい太たは頭あたまを下さげながら、苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべた。

「雷らい太たくん……」

　雷らい太たの気き持もちはよく分わかる。

　だが、都と市し伝でん説せつを呼よび出だすことだけは絶ぜっ対たいにしてはいけない。

　沙さ知ち子こはそう思おもいながら、雷らい太たをじっと見みつめた。

「大だい丈じょう夫ぶ。きっと捺なつ奈なちゃんは見みつかる。私わたしも一いっ緒しょに捜さがすから」

　今いまはそれしか言いえない。

　だが、雷らい太たは「ありがとう」と泣なきそうな顔かおでうなずいた。

　そこへ、フシギがやってきた。

「怪け我がはないかい？」

　その言こと葉ばに沙さ知ち子こたちはうなずく。

　うなずきながら、沙さ知ち子こはふと、フシギを見みた。

　どうしても聞ききたいことがあったのだ。




「さっき、フシギくんたちが来くる前まえに、青あおいフードの男おとこの子こが助たすけてくれたの」




「ん？　誰だれやそれ??」

　首くびをかしげるジミーをよそに、沙さ知ち子こはフシギを見みつめながら話はなしを続つづける。




「その人ひと、フシギくんに顔かおがすごく似にていたわ」




「顔かおが……？　青あおいフード……」

　瞬しゅん間かん、フシギは頭あたまに痛いたみが走はしった。

「がっ！」

　頭あたまを押おさえ、大おおきくよろける。

「フシギ！」

　フシギは頭あたまの痛いたみを感かんじながら、あることを思おもい出だした。




　×　　×　　×




　夏なつの日ひの午ご後ご。

　西せい洋よう風ふうの家いえの前まえに、学がく生せい服ふくを着きたフシギと、赤あかいワンピースを着きたヒミツが立たっていた。

　ヒミツはうれしそうに笑えみを浮うかべている。

　一いっ方ぽう、フシギは少すこし緊きん張ちょうしているようだ。

　２人ふたりの前まえには、カメラを持もったひとりの少しょう年ねんが立たっていた。

「ほらっ、２人ふたりとももっと近ちかづいて。せっかくの記き念ねんなんだから」

「うん」

　ヒミツはフシギに寄より添そうと、優やさしく手てを繋つなぐ。

「また、繋つなぐのかい？」

　フシギはそう言いうが、繫つないだ手てを離はなそうとはしなかった。

「とってもいいね。素す敵てきだよ、フシギ、ヒミツ」

　少しょう年ねんは優やさしくほほ笑えみながら、レンズを覗のぞき込こむと写しゃ真しんを撮とった。
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　少しょう年ねんは夏なつにもかかわらず、コートを着きている。

　そのコートは、空そらのように青あおい。

　青あおいフードをかぶった少しょう年ねんは、写しゃ真しんを撮とり終おえると、フシギに声こえをかけた。




「フシギ、いい物ものを作つくったんだ。君きみにプレゼントするよ。喜よろこんでくれたらうれしいな」




　少しょう年ねんはそう言いうと、ある物ものをフシギに手て渡わたした。




　×　　×　　×

























「今日きょうはここまでにしたほうがええかもな」

　日にち曜よう日びの夕ゆう方がた。

　ジミーはフシギとともに、道どう路ろを歩あるいていた。

　どうやらこの町まちには都と市し伝でん説せつの呪のろいはないようだ。

　頑がん張ばれば次つぎの町まちへ行いけるが、夜よるになってしまうだろう。

　フシギはジミーの提てい案あんに小ちいさくうなずくが、赤あかいフードの奥おくに見みえているその顔かおはどこか上うわの空そらだった。

（フシギ……）

　呪のろいのマークを回かい収しゅうしても、誰だれかが噂うわさをすると、再ふたたびその都と市し伝でん説せつが現あらわれてしまう。

　どうすればいいのかまったく分わからないまま、２人ふたりは旅たびを続つづけていた。

　そんななか、新あたらしい問もん題だいが発はっ生せいした。

　それは先せん日じつ、沙さ知ち子この住すむ町まちに呪のろわれた赤あかん坊ぼうが現あらわれたときのことだ。

　沙さ知ち子こは赤あかん坊ぼうに襲おそわれそうになったが、青あおいフードをかぶった見み知しらぬ少しょう年ねんに助たすけられたという。

　少しょう年ねんの顔かおは、フシギによく似にていたらしい。

　それを聞きいたフシギは、頭あたまに痛いたみを覚おぼえ、何なにかを思おもい出だしたようだ。

（だけど、何なにを思おもい出だしたのかは教おしえてくれへん……）

　その少しょう年ねんの話はなしをするたびに、フシギはなぜか神しん妙みょうな表ひょう情じょうを浮うかべる。

（こういうときこそ俺おれが力ちからにならなあかんのに……）

　フシギは自じ分ぶんの記き憶おくがほとんどない。

　何なにかを思おもい出だしても、それが何なんなのか分わからず混こん乱らんしてしまうこともあるだろう。

　ジミーは、そんなフシギを支ささえることができるのは自じ分ぶんだけだと思おもっていた。

（そのためには、その少しょう年ねんが誰だれなんか分わかればええんやけど）

　だが、どこに行いけば青あおいフードの少しょう年ねんに出で会あえるのかまったく分わからない。

　ジミーはもどかしい気き持もちになっていた。

　そのとき、道どう路ろの向むこうから、フードをかぶった少しょう年ねんがやってきた。




「あれは！」




　ジミーが声こえをあげると、フシギもその少しょう年ねんを見みた。

　フードをなびかせながら、少しょう年ねんはまっすぐフシギたちのほうへ向むかって来くる。

　少しょう年ねんは、ロードバイクに乗のっている。

　そして、フードは白しろ色いろだ。

「なんで、お前まえがここにおるねん！」




　フシギたちの前まえにやってきたのは、雷らい太ただった。




「やっと見みつけた。待まっててって言いっただろ」

　雷らい太たは２人ふたりの前まえで止とまるとそう言いった。

　呪のろわれた赤あかん坊ぼうの騒そう動どうの後あと、雷らい太たは「少すこし待まってて」とフシギたちに言いい、沙さ知ち子この家いえにロードバイクを取とりに行いった。

　しかし、河か川せん敷しきに戻もどって来くると、フシギとジミーはすでに違ちがう町まちに旅たび立だってしまった後あとだったのだ。

「どうして待まっててくれなかったんだよ」

「いやあ、フシギが行いこうって言いうから、まあええかなって思おもって」

「あのねえ、人ひとが待まっててって言いったら普ふ通つうは待まつものだよ」

「そりゃあそうやけど」

　ジミーが苦にが笑わらいを浮うかべると、フシギが口くちを開ひらいた。

「それで、どうして追おってきたんだい？」

　その言こと葉ばを聞きき、雷らい太たは咳せき払ばらいをすると、ロードバイクから降おりて２人ふたりを見みた。




「これから、僕ぼくも君きみたちの旅たびに同どう行こうするよ！」
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「はあ？　俺おれらと一いっ緒しょに旅たびをするつもりなんか？」

「うん！　僕ぼくは捺なつ奈なを見みつけ出だす。千せん野のフシギ、いや、フシギくん、君きみはヒミツちゃんを助たすけ出だす。同おなじような目もく的てきを持もった２人ふたりが組くめば最さい強きょうだと思おもうんだ」

「最さい強きょうってあのなあ」

「フシギくん、いいだろ？」

　雷らい太たはフシギをじっと見みつめた。

「お、おい。この旅たびがどんだけ危き険けんか分わかってるんか？」

「分わかってるよ。それでもジミー、僕ぼくのほうが君きみより役やくに立たつはずだよ」

「なんで俺おれは呼よびすてやねん！　ってか、お札ふだしかないくせに俺おれより役やくに立たつわけないやろ」

「そういう君きみこそ、体たい当あたりと噛かみつくことしかできないじゃないか。それじゃあただの犬いぬと変かわらないよ」

「な・ん・や・と！　俺おれは犬いぬやない、人じん面めん犬けんや！」

　ジミーと雷らい太たは文もん句くを言いい合あう。

　どうやら相そう当とう相あい性しょうが悪わるいらしい。

「まったく……」

　フシギはそんな２人ふたりを見みて、ため息いきを漏もらす。

　しかし、付ついて来くることには特とくに反はん対たいしなかった。

　喧けん嘩かをするジミーと雷らい太たを見みて、フシギは呆あきれながらもわずかに笑えみを浮うかべるのだった。
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『ねえねえ、みんな、誰だれかの噂うわさ話ばなしとか知しらないかな？』

　とある一いっ軒けん家や。

　中ちゅう学がく１年ねん生せいの東ひがし村むら一いち葉はは、自じ分ぶんの部へ屋やのベッドに寝ね転ころびながら、スマホでメッセージを送おくっていた。

　一いち葉ははＳエスＮエヌＳエスが好すきで、クラスメイトや塾じゅくの友とも達だちだけではなく、友とも達だちの友とも達だちもフレンド登とう録ろくしていて、その数かずは50人にんを超こえていた。

　今日きょうは日にち曜よう日びなので、昼ひるからずっとクラスのみんなとグループチャットをしていたのだ。

『誰だれかの噂うわさねえ』

『俺おれ、あんまりそういうのくわしくないんだよなあ』

『私わたしも。だけど一いち葉はって、そういうのよく聞ききたがるよね～』

　一いち葉はは人ひとの噂うわさ話ばなしや秘ひ密みつを聞きくのが大だい好すきだった。

　だが最さい近きん、全ぜん然ぜんそういう話はなしがなくウズウズしていた。

（この前まえなんか、勘かん違ちがいして変へんな話はなしを広ひろめちゃったもんね……）

　それは、生せい徒と会かい長ちょうの男おとこの子こと副ふく会かい長ちょうの女おんなの子こが付つき合あっているというものだった。

　実じっ際さいは２人ふたりがただ一いっ緒しょに学がっ校こうから帰かえっているのを目もく撃げきしただけだったが、付つき合あっていると思おもってみんなに言いってしまったのだ。

（あれはさすがにまずかったよね。だけど、噂うわさ話ばなしって知しりたくなるんだよねえ）

『どんな小ちいさな話はなしでもいいよ。今いまの私わたしは人ひとの噂うわさに飢うえてるから（笑わらい）』

　一いち葉ははそう返へん事じをした。

　すると、クラスメイトの諸もろ星ほし豊ゆたかのメッセージが表ひょう示じされた。




『人ひとの噂うわさを知しりたがるなんて、あまりいいこととは思おもわないよ』




「何なによそれ」

　諸もろ星ほしはクラスでいちばん真面目まじめな男おとこの子こだ。

　先せん日じつも、授じゅ業ぎょうが自じ習しゅうになり、一いち葉はが友とも達だちと楽たのしくしゃべっていると、「自じ習しゅうはおしゃべりする時じ間かんじゃないよ」と注ちゅう意いしてきた。

（ＳエスＮエヌＳエスでもいっつも真面目まじめな意い見けんばっかり言いうよね）

　一いち葉ははそんな諸もろ星ほしのことがあまり好すきではなかった。

　だが、文もん句くを言いえば、諸もろ星ほしはさらに一いち葉はのことを注ちゅう意いするだろう。

　生せい徒と会かい長ちょうと副ふく会かい長ちょうの話はなしを持もち出だされたら面めん倒どうだ。

　諸もろ星ほしは一いち葉はと違ちがって、頭あたまがよく話はなしも上じょう手ずで、言いい合あいをして勝かてる相あい手てではない。

（腹はらが立たつけど、ここは「分わかったよ」って言いうしかないよね……）

　一いち葉はは納なっ得とくできなかったものの、メッセージを打うとうとした。




　ピコンピコンッ




　スマホの画が面めんに、ＳエスＮエヌＳエスのお報しらせが表ひょう示じされた。

『フレンド申しん請せいがきてるよ♪』

「ええ？」

　最さい近きんは一いち葉はのほうからは誰だれにもフレンドの申しん請せいはしていない。

「一いっ体たい誰だれからだろう？」

　一いち葉はは画が面めんをタップして、申しん請せいしてきた相あい手てを確かく認にんした。




『バクロ』




　登とう録ろく名めいにはそう書かかれていた。ＳエスＮエヌＳエス用ようの名な前まえのようだ。

「誰だれ??」

　プロフィールを確かく認にんしてみるが、まったく書かかれていない。

　まだフレンドになっていないクラスメイトや塾じゅく友とも達だちだろうか？

　友とも達だちの友とも達だちだとしたら、顔かおも覚おぼえてない相あい手てかもしれない。

（だけど、せっかくフレンド申しん請せいを送おくってきてくれたんだから、断ことわったら悪わるいよね）

　一いち葉はは、『申しん請せいを受うける』のボタンをタップした。

　すると、バクロからのメッセージがきた。

『フレンドになってくれてありがとう』

　メッセージの後あとに、手てをパーにしたスタンプが表ひょう示じされた。

　爪つめがやけに長ながい手てのスタンプだ。
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「こんなスタンプ初はじめて見みたかも」

　一いち葉ははそう思おもいながらも、「よろしくね」とメッセージを打うとうと思おもった。

　だがそれよりも早はやく、バクロのメッセージが　更こう新しんされた。




『さっそく、クラスのみんなの秘ひ密みつを、暴ばく露ろするよ』




「暴ばく露ろ？」

　暴ばく露ろとは、誰だれかが隠かくしていることを暴あばくという意い味みである。

　一いち葉はが戸と惑まどっていると、バクロはさらにメッセージを更こう新しんさせた。




『諸もろ星ほし豊ゆたかくんの秘ひ密みつを、暴ばく露ろしちゃうよ』




「えっ？」

　一いち葉はの顔かおが急きゅうに明あかるくなる。

「それだったら、ちょっと知しりたいかも」

　いつも真面目まじめなことばかり言いう諸もろ星ほしには正しょう直じきうんざりしている。

　秘ひ密みつを知しれば、おもしろいことになるかもしれない。

『教おしえて！』

　一いち葉ははそうメッセージを返かえした。
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「おはよ～」

　翌よく日じつ。

　一いち葉はは教きょう室しつにやって来くると、そのまま諸もろ星ほしの席せきへと向むかった。

「諸もろ星ほしくん、おはよ」

「えっ、あ、ああ、おはよう」

　いつもは挨あい拶さつなどして来こない一いち葉はがそばにきて、諸もろ星ほしは戸と惑まどっているようだ。

　一いち葉ははそんな諸もろ星ほしを見みながら、にやりと笑わらった。




「諸もろ星ほしくん、この前まえ噓うそをついたでしょ？」




「えっ？　僕ぼくは噓うそなんかつかないよ」

「へえ～、じゃあ先せん週しゅう社しゃ会かいの宿しゅく題だいを忘わすれたのはどうしてだったの？」

「あれは、ちょっと体たい調ちょうが悪わるくて寝ね込こんでいたって、宿しゅく題だいを提てい出しゅつするときに言いっただろ」

　それを聞きき、一いち葉はは満まん面めんの笑えみを浮うかべた。




「ほんとは宿しゅく題だいのこと忘わすれてたんでしょ？　それでとっさに噓うそをついたんだよね？」




「えっ!?」

　諸もろ星ほしの顔かお色いろが急きゅうに変かわった。

「一いち葉はちゃん、どういうこと？」

「諸もろ星ほし、ほんとは噓うそついてたのか？」

　周まわりのクラスメイトたちが、一いち葉はや諸もろ星ほしにたずねる。

「そ、それは、ええっと、だから……」

　諸もろ星ほしはしどろもどろになり明あきらかに動どう揺ようしていた。

　そんな諸もろ星ほしを見みて、一いち葉ははうれしそうに笑わらった。

「諸もろ星ほしくん、しっかりしてよね～、委い員いん長ちょうなんだから！」




　放ほう課か後ご。

　家いえへ帰かえってきた一いち葉ははすぐにスマホを手てに取とった。

『ありがとう！　ばっちりだったよ！』

　一いち葉ははバクロにお礼れいのメッセージを送おくった。

　あの後あと、諸もろ星ほしは気きまずくなったのか、一いち葉はに何なにも言いわなくなった。

　おかげで、一いち葉はは苛いら立だつことなく学がっ校こう生せい活かつを送おくることができたのだ。

「は～、すっきりした。人ひとの秘ひ密みつを知しるのってやっぱり楽たのしいよねえ」

　一いち葉はは動どう揺ようしていた諸もろ星ほしの姿すがたを思おもい出だして笑え顔がおになった。

　そのとき、ＳエスＮエヌＳエスにバクロのメッセージが表ひょう示じされた。




『ほかの人ひとの秘ひ密みつも、教おしえるよ』




「えええ？」

　一いち葉ははそのメッセージに一いっ瞬しゅん驚おどろく。

　しかしすぐに笑え顔がおになった。

『知しりたい！　教おしえて！』

　と返へん事じをする。

　バクロは情じょう報ほう通つうのようだ。

　次つぎはクラスの誰だれの秘ひ密みつを教おしえてくれるのだろう。

　一いち葉ははワクワクしながらメッセージを待まった。

　すると、メッセージが更こう新しんされた。




『木き谷たに萌も絵えちゃんは、トイレの花か瓶びんを割わったけど、内ない緒しょにしてるよ』




「木き谷たにさん!?」

　木き谷たに萌も絵えは、同おなじ塾じゅくに通かよっている隣となり町まちの中ちゅう学がっ校こうの女おんなの子こだ。

（どうして、バクロが木き谷たにさんのことを知しってるの？）

　一いち葉はが通かよっている塾じゅくには、学がっ校こうのクラスメイトは１人ひとりもいない。

　バクロは違ちがうクラスの生せい徒とで同おなじ塾じゅくに通かよっている人じん物ぶつなのだろうか？

（それにしても、あの花か瓶びん、木き谷たにさんが割わったんだ……）

　先せん週しゅう、塾じゅくの女じょ子しトイレに飾かざってあった花か瓶びんが床ゆかに落おちて割われていた。

　犯はん人にんは見みつからなかったが、バクロがいうには萌も絵えの仕し業わざらしい。

（だけど、そんな秘ひ密みつを知しってもねえ）

　萌も絵えとは挨あい拶さつをするぐらいの仲なかで、ＳエスＮエヌＳエスでもフレンドになっていない。

　共きょう通つうの知しり合あいや友とも達だちもいないので、他ほかの人ひとにその話はなしをしても理り解かいしてもらえないだろう。

　一いち葉はがそう思おもっていると、バクロはさらにメッセージを更こう新しんさせた。




『次つぎは、近こん藤どう先せん生せいの秘ひ密みつを、暴ばく露ろしちゃうよ』




「えっ!?」

　近こん藤どう先せん生せいは、一いち葉はのクラスの担たん任にんである。

（近こん藤どう先せん生せいの秘ひ密みつまで知しってるの？）

　一いち葉はが戸と惑まどっていると、さらにバクロのメッセージが表ひょう示じされた。

　それを見みて、一いち葉はは目めを丸まるくする。

「どうしてこんなことを知しってるの……？」




　翌よく日じつ。

　一いち葉はは学がっ校こうにやってくると、教きょう室しつへは行いかず、職しょく員いん室しつに向むかった。

　ドアを開あけてすぐの席せきに、近こん藤どう先せん生せいが座すわっていた。

「あの～、近こん藤どう先せん生せい」

「東ひがし村むら、どうした？　朝あさの会かいがはじまるぞ」

「ええっと、ちょっと聞ききたいことがあるんです」

　一いち葉はは神しん妙みょうな顔かおをしながら、バクロに教おしえてもらった秘ひ密みつを近こん藤どう先せん生せいに話はなすことにした。




「近こん藤どう先せん生せいって、一昨日おととい、彼かの女じょと別わかれましたか？」




「なっ！」

　近こん藤どう先せん生せいの表ひょう情じょうが険けわしくなる。

「東ひがし村むら、なぜそれを知しってるんだ??」

　近こん藤どう先せん生せいはまわりを気きにしながら小こ声ごえでたずねた。

「ええっと、よく分わからないんですけど、生せい徒との誰だれかにその話はなしをしましたか？」

「するわけないだろう」

「じゃあ、先せん生せい同どう士しで話はなしをしたとか」

「それもない。先せん生せいは誰だれにもそのことを話はなしていないぞ」




「そんな……」




　近こん藤どう先せん生せいは堅かた物ぶつな先せん生せいとして有ゆう名めいで、プライベートなことはほとんど誰だれにもしゃべらない。

　一いち葉ははバクロがそんな先せん生せいの秘ひ密みつを知しっていることに驚おどろきを隠かくせなかったのだ。

「もしかして、先せん生せいが別わかれ話ばなしをしてるところを目もく撃げきしたのかも……」

　一いち葉はがそうつぶやくと、近こん藤どう先せん生せいは首くびをかしげた。




「何なにを言いってるんだ？　先せん生せいは家いえにいるとき電でん話わで別わかれ話ばなしをしたんだぞ」




「えっ？」

　それは誰だれにも見みられていないということだ。

「それなのに、君きみはどうしてそんなことを知しってるんだ？」

「え、そ、それは、ええっと。──失しつ礼れいします！」

　一いち葉はは頭あたまを下さげると、あわてて職しょく員いん室しつから出でて行いった。
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（何なにかが変へんだよね……）

　放ほう課か後ご。

　一いち葉はは家いえへと帰かえりながら、バクロのことを考かんがえていた。

　クラスメイトや、塾じゅくの知しり合あいだけではなく、先せん生せいの秘ひ密みつまで知しっていた。

　どれも誰だれにも言いっていないはずのことばかりだ。

（バクロって、一いっ体たい誰だれなの？　どうして秘ひ密みつを知しってるの？）

　だんだん気き味みが悪わるくなってくる。

　やがて、一いち葉はは不ふ安あんな気き持もちを抱いだいたまま、家いえへと帰かえってきた。

　両りょう親しんは仕し事ごとに行いっていて、家いえには一いち葉はしかいない。

　一いち葉はは通つう学がく用ようの鞄かばんを自じ分ぶんの部へ屋やに置おくと、リビングにやってきた。

　突とつ然ぜん、テーブルの上うえで音おとが鳴なった。




　ブー　ブー　ブー




　見みると、一いち葉はのスマホが置おかれていて、震ふるえている。

「どうして??」

　朝あさ出でかけるとき、充じゅう電でんコードに挿さして棚たなの上うえに置おいておいたはずだ。

　両りょう親しんは先さきに仕し事ごとに行いくので、家いえを出でるのは一いち葉はが最さい後ごである。

　つまり、誰だれもスマホを触さわる人にん間げんはいない。

（それなのに……）

　今日きょうは充じゅう電でん器きに挿さし忘わすれたのだろうか？

　一いち葉はは戸と惑まどいながら、スマホを手てに取とった。

　画が面めんに、ＳエスＮエヌＳエスのメッセージが表ひょう示じされている。

　メッセージを送おくってきたのは、バクロである。




『次つぎは、一いち葉はちゃんの秘ひ密みつを、暴ばく露ろしちゃうよ』




「私わたしの??」

『あなたは誰だれなの??』

　一いち葉はは焦あせりながらメッセージを返かえした。

　すると、バクロのメッセージが表ひょう示じされた。




『一いち葉はちゃんは、生せい徒と会かい長ちょうと副ふく会かい長ちょうが付つき合あってるって、噓うその噂うわさを流ながしたよね』




「それって！」

　先せん日じつ流ながした噂うわさ話ばなしだ。

（だけど、あの噂うわさを流ながしたのが私わたしだって誰だれにもバレてないはずなのに）

　どうしてバクロがそれを知しっているのだろう？

　一いち葉はがゾッとしながらスマホの画が面めんを見みると、バクロはメッセージを更こう新しんした。




『これで、あと１回かい、だよ』




「どういう意い味み……？」

　一いち葉はがつぶやくと、バクロのメッセージが表ひょう示じされた。




『あと１回かい、秘ひ密みつを知しると、一いち葉はちゃんは死しぬんだよ』




　ピコンピコンピコンピコンピコン

　次つぎの瞬しゅん間かん、爪つめが伸のびた手てのスタンプがいくつも表ひょう示じされた。

「きゃ！」

　一いち葉はは驚おどろき、スマホを投なげ捨すてた。

「何なんなの??」

　何なにかがおかしい。

　一いち葉ははリビングを出でると、逃にげるように自じ分ぶんの部へ屋やへと走はしった。

　だが、部へ屋やに入はいるなり、目めを大おおきく見み開ひらいた。

　ベッドの上うえに、なぜか一いち葉はのスマホが置おかれていたのだ。




　ブー　ブー　ブー




　スマホが震ふるえている。

「嫌いやっ！」

　一いち葉はは玄げん関かんへ駆かけると、そのまま外そとへ飛とび出だした。




（どうなってるの??）

　一いち葉はは道どう路ろを走はしりながらパニックになっていた。

　投なげ捨すてたスマホがなぜ、違ちがう部へ屋やにあったのだろうか？

　バクロはなぜ、人ひとが言いっていないことを知しっているのだろうか？

　ひとりでいるのが怖こわい。

　そのとき、道どう路ろの先さきに見みえる公こう園えんが一いち葉はの目めに留とまった。

（そうだ、あそこなら！）

　公こう園えんでは放ほう課か後ご、クラスメイトの女おんなの子こたちがよくダンスの練れん習しゅうをしていた。

「みんな！」

　一いち葉ははあわてて公こう園えんに駆かけ込こんだ。

　しかし、クラスメイトたちの姿すがたはなかった。

「そんな！」

　こうなったら誰だれでもいい。

　一いち葉はは公こう園えんにいる人ひとに助たすけを求もとめようと周まわりを見みた。

　すると、ベンチにひとりの女おんなの子こが座すわっているのが見みえた。

　俯うつむいているので長ながい黒くろ髪かみで顔かおが隠かくれているが、同おなじぐらいの歳としのようだ。

「助たすけて！」

　一いち葉ははその女おんなの子このそばへ駆かけ寄よろうとした。

　そのとき、背はい後ごから誰だれかが肩かたを叩たたいた。




「えっ？」




　一いち葉はは振ふり返かえるが、誰だれもいない。

（気きのせい、だったの……？）

　そう思おもいながら、一いち葉はは顔かおを前まえに向むけた。

　すると目めの前まえに、長ながい黒くろ髪かみの女おんなの子こが立たっていた。

「次つぎは、私わたしの秘ひ密みつを、暴ばく露ろするよ」




　ガシッ




　女おんなの子こは一いち葉はの肩かたを掴つかんだ。

　わずかに見みえる口くち元もとが、不ぶ気き味みにほほ笑えむ。

　その手ては、異い様ように爪つめが伸のびていた。

　あのスタンプと同おなじだ。

「きゃあああ!!」




　一いち葉ははその場ばから逃にげようとするが、女おんなの子この手てが強つよく肩かたを掴つかみ、まったく動うごけない。

「離はなして！」

「私わたしの秘ひ密みつを、暴ばく露ろするよ」

　女おんなの子この伸のびた爪つめが肩かたにめりこむ。

「痛いたい！　やめて！　お願ねがい、離はなして！」

　女おんなの子こは不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべたまま、さらに一いち葉はに顔かおを近ちかづけた。




「私わたしの秘ひ密みつはね、一いち葉はちゃんを、殺ころしたいと思おもってることだよおオぉォお」




　女おんなの子こが口くちを大おおきく開ひらくと、口くちの中なかに一いち葉はのスマホが入はいっていた。

　女おんなの子こはその画が面めんを、一いち葉はに見みせようとした。




「目めをつぶるんだ！」




　男おとこの子この大おおきな声こえが響ひびいた。

　一いち葉ははハッとすると、あわてて目めをつぶる。

　すると、数すう人にんの足あし音おとがそばに駆かけ寄よってきた。




　ドンッ！




　何なにかが目めの前まえでぶつかる。

　同どう時じに、肩かたを掴つかんでいた女おんなの子この手てが離はなれた。

　戸と惑まどいながら目めをうっすらと開あけると、目めの前まえに、２人ふたりの少しょう年ねんと１匹ぴきの犬いぬがいた。

　フシギたちだ。

「お前まえたちはこの世よに存そん在ざいするべきじゃない！　滅めっせよ！　滅めっせよ！　滅めっせよ！」
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　雷らい太たは女おんなの子こに次つぎ々つぎとお札ふだを貼はっていく。




　ギイイ！




　女おんなの子こは不ぶ気き味みな声こえをあげながら、激はげしく手てを振ふるい、雷らい太たの身体からだを爪つめで切きり裂さこうとする。

「うわあ！」

「やめるんや！」

　ジミーが弾だん丸がんのように身体からだを丸まるめて、勢いきおいよく女おんなの子こに体たい当あたりをした。




　ギイィ！




　女おんなの子こはその衝しょう撃げきで大おおきくよろける。

「今いまだ！　滅めっせよ!!」

　雷らい太たはそんな女おんなの子こに駆かけ寄よると、顔かおにお札ふだを貼はった。




　ギイイイイィィ!!




　瞬しゅん間かん、女おんなの子こが煙けむりのように消きえた。

　女おんなの子こに貼はられていたお札ふだが風かぜに舞まう。

「倒たおしたんか？」

　ジミーは首くびをかしげた。

　雷らい太たのお札ふだは動うごきを止とめることしかできないはずだ。

　すると、フシギが口くちを開ひらいた。

「あれは本ほん体たいじゃない。本ほん体たいはスマホの中なかにいるんだ」

　フシギは、一いち葉はのほうを見みた。




「キミは、『バクロ』に狙ねらわれていたんだ」




「バクロって、ＳエスＮエヌＳエスの……」

　一いち葉はがつぶやくと、雷らい太たが話はなしを続つづけた。

「バクロの暴ばく露ろ話ばなしを５回かいスマホで見みると、その代だい償しょうに命いのちを取とられてしまうんだよ。君きみはどうやらその５回かい目めの暴ばく露ろ話ばなしを見みる寸すん前ぜんだったみたいだね」

「バクロは、他た人にんの秘ひ密みつを知しりたいという欲よっ求きゅうを利り用ようする。その欲よっ求きゅうがある限かぎり、犠ぎ牲せい者しゃが増ふえてしまうんだ」

　フシギの言こと葉ばに、一いち葉はは自じ分ぶんが原げん因いんを作つくったことに気きづいた。

「私わたし、私わたし……」

　フシギたちが助たすけてくれなかったら……。

　一いち葉ははそれを想そう像ぞうすると、恐おそろしくなり思おもわず身体からだを震ふるわせた。

　一いっ方ぽう、ジミーは地じ面めんに落おちていたスマホのそばにやってきた。

　スマホの隅すみに薄うっすらと呪のろいのマークが刻きざまれている。

　バクロの本ほん体たいは、フシギの言いうとおり、このスマホにとり憑ついているようだ。

　ジミーはフシギのもとにスマホを持もって行いこうとした。

　だがそのとき、画が面めんにメッセージが表ひょう示じされた。




『千せん野のフシギくんの秘ひ密みつを、暴ばく露ろするよ』




「なんやて!?」

　ジミーはフシギのほうを見みる。

　フシギは雷らい太たとともに一いち葉はのそばにいて、こちらにはまだ気きづいていない。

（バクロなら、フシギが悩なやんでることを教おしえてくれるかも……）

　バクロの暴ばく露ろ話ばなしを５回かい見みると死しんでしまう。

　しかし、逆ぎゃくに考かんがえれば４回かいまでは見みても死しぬことはないのだ。

　ジミーはスマホをじっと見みつめた。

　すると、メッセージが更こう新しんされた。

　それを見みて、ジミーは戸と惑まどう。

「そんな、噓うそやろ……」
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　フシギはそんなジミーには気きづかず、ひとり苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべていた。

「どうしたんだい、フシギくん？」

　雷らい太たがフシギにたずねる。

　フシギは、ちらりと雷らい太たを見みた。

「ここで呪のろいのマークを回かい収しゅうしても、また誰だれかが噂うわさをすれば同おなじ都と市し伝でん説せつが現あらわれてしまう。つまり、僕ぼくのやっていることは意い味みがないんだ」

「意い味みがない？」

　それを聞きいた雷らい太たは、フシギの目めの前まえに立たった。




「意い味みがないわけないだろ！　君きみは今いま、この女おんなの子こを救すくったんだよ！」




　その声こえに、ジミーが驚おどろき、フシギたちのほうを見みた。

「僕ぼくはたとえどんな恐おそろしい怪かい物ぶつが相あい手てだとしても、立たち向むかってみんなを助たすける！　捺なつ奈なみたいに不ふ幸こうな目めに遭あう人ひとをひとりでも減へらしたいんだ！　なあ、手て帳ちょうで呪のろいを回かい収しゅうできなくても、その場ばにある都と市し伝でん説せつを消けすことはできるだろ？　またどこかで現あらわれたら、また消けせばいいんだ。僕ぼくは絶ぜっ対たいに諦あきらめない。だからフシギくん、君きみも絶ぜっ対たいに諦あきらめるべきじゃない！」

　雷らい太たのお札ふだは、怪かい物ぶつや怪かい人じんの動うごきを止とめることしかできない。

　それでも、雷らい太たは必ひっ死しに立たち向むかっていたのだ。




「諦あきらめるべきじゃない、か……」




　ヒミツを青あおい傘かさから取とり返かえすことができるのは、フシギだけだ。

「……ヒミツ、僕ぼくは」

　フシギはわずかにうなずいた。

　そして、雷らい太たを見みた。

「たしかにキミの言いうとおりかもしれない。今いまやれることをやることが大だい事じだ」

　フシギはそう言いうと、ジミーのそばにやって来きた。

「ジミー、呪のろいのマークを回かい収しゅうするよ」

　フシギは、スマホの端はしに薄うっすらと刻きざまれた呪のろいのマークを見みた。

「あ、ああ」

　ジミーが離はなれると、フシギは真まっ赤かな手て帳ちょうを開ひらき、呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、スマホから奇き妙みょうなマークが現あらわれ、キラキラと輝かがやき、開ひらかれたページに反はん転てんして写うつし取とられた。

　しかし、写うつし取とられたマークは徐じょ々じょに薄うすくなり消きえてしまった。

　それでも、フシギの表ひょう情じょうは変かわらない。

　真しん剣けんな表ひょう情じょうで、赤あかい手て帳ちょうを強つよく握にぎりしめていた。

「フシギ……」

　ジミーは、フシギに声こえをかけた。

「俺おれもこいつの言いうとおりやと思おもう。俺おれたちのやってることは無む意い味みやない」

「ジミー」

「だからフシギ、１つだけ教おしえてほしいんや」

　ジミーはフシギの目めを見みつめながら、先さきほどバクロが伝つたえたメッセージのことを話はなした。




「沙さ知ち子こちゃんが見みた青あおいフードの少しょう年ねんは、お前まえの『兄あに貴き』やったんか？」




「兄あに貴き？　フシギくん、どういうことだい？」

　雷らい太たは驚おどろきながらそばにやってきた。

　フシギはジミーと雷らい太たを見みる。

　そして、小ちいさく息いきを吐はくと、手て帳ちょうを見みつめてゆっくりと口くちを開ひらいた。

「この手て帳ちょうについて忘わすれていたことを思おもい出だしたんだ。いや、すべてを思おもい出だしたわけじゃない。だけどある光こう景けいだけははっきりと思おもい出だしたんだ」

　それは、遠とおい遠とおい昔むかし、ヒミツと一いっ緒しょに写しゃ真しんを撮とったときの思おもい出で。

　ひとりの男おとこの子こが、２人ふたりにカメラをむけていた。

　その男おとこの子こは、青あおいフードをかぶっていた。




「彼かれこそが僕ぼくの兄あにだ。名な前まえは、千せん野のマボロシ。そして彼かれが、これを作つくったんだ」




　フシギはそう言いうと、真まっ赤かな手て帳ちょうをジミーたちに見みせた。
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　その頃ころ。

　薄うす暗ぐらい森もりの中なかを、ひとりの少しょう女じょが歩あるいていた。

　少しょう女じょは黒くろいフードをかぶり、青あおい傘かさを差さしている。

　やがて、少しょう女じょは開ひらけた場ば所しょに出でた。

　目めの前まえに、ボロボロになった建たて物ものがいくつも建たっている。

　そこは山やま奥おくにある、人ひとがいなくなった村むらである。

　少しょう女じょはそんな廃はい村そんを歩あるき、ある家いえの前まえで立たち止どまった。

「懐なつかしいでしょう、ヒミツさん」

　青あおい傘かさが目めを開ひらき、ヒミツにそう言いう。

　ボロボロになった西せい洋よう風ふうの家いえ。

　かつて、ヒミツがフシギと一いっ緒しょにいた家いえだ。

　だが、ヒミツは家いえを見みても何なんの反はん応のうもしない。

　目めも鼻はなも口くちもないその顔かおは、一いっ切さいの感かん情じょうを失うしなっている。

　青あおい傘かさはそんなヒミツを見みて、目めを細ほそめて不ぶ気き味みにほほ笑えむ。

「さあ、始はじめましょうか。あの計けい画かくを──」




　ウク、クク、ウククク




　青あおい傘かさの不ぶ気き味みな笑わらい声ごえだけが、村むらの中なかに響ひびき渡わたった。
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